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今
月
の
主
な
紙
面

●通常総会関連　 1 ～ 7 面

●定期講習会場一覧　 9 面

●工組だより　 11面

●全国青年部協議会事業報告　 12面

組
合
員
の
さ
ら
に
役
立
つ
連
合
会
へ

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
お
よ
そ
1
年
後
に
控
え
、
聖

火
リ
レ
ー
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
内
は

4
月
2
日
3
日
の
2
日
間
、
14
市
町
村
で
希
望
と
ト
ー

チ
が
駆
け
巡
り
ま
す
。
思
え
ば
21
年
前
、
冬
季
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
で
は
、
溢
れ
ん
ば
か
り
に

沿
道
の
人
波
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
そ
の
後
の
日
本

選
手
団
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
野
市
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
記
念
し
て
、

1
9
9
9
年
か
ら
〝
長
野
マ
ラ
ソ
ン
〞
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
で
21
回
を
数
え
ま
す
が
、
19
年
前
の
出
走

者
は
わ
ず
か
3
、
5
0
0
人
程
の
大
会
で
し
た
。
毎
年

4
月
の
第
3
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
た
め
、
北
ア
ル
プ

ス
の
残
雪
を
背
景
に
桜
や
菜
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
走

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
4
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

施
設
を
巡
る
コ
ー
ス
は
、
沿
道
の
人
の
多
さ
が
相
ま
っ

て
、聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
た
様
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

県
外
か
ら
出
場
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
方
も
多
く
、
家
族
連

れ
で
温
泉
旅
行
を
兼
ね
る
参
加
者
な
ど
で
街
も
大
変
賑

わ
い
ま
す
。
今
で
は
1
万
人
の
参
加
応
募
が
数
時
間
で

終
了
す
る
ほ
ど
、
国
内
で
も
人
気
の
大
会
に
成
長
し
ま

し
た
。

　

人
口
減
少
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
中
、
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
知
ら
な
い
世
代
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
五
輪
の
ス
キ
ー
会
場
と
な
っ
た
街
に
は
、
天

然
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
と
街
並
み
が
ス
キ
ー
愛
好
者
の

間
で
人
気
と
な
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
だ

け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
移
住
者
が
増
え
た
街
に
は
活

気
が
出
て
き
た
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

長
野
県

わ

が

街

自

慢

　

あ
い
さ
つ
で
米
沢
会
長

は
、
技
術
革
新
・
産
業
構
造

の
変
化
に
つ
い
て
「
第
四
次

産
業
革
命
は
社
会
環
境
を
変

え
て
い
る
が
、
一
般
の
方
々

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
技
術
を
習
得
し
カ

バ
ー
し
て
い
く
体
制
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
組

合
員
の
た
め
に
、
さ
ら
に
役

　

全
日
電
工
連
の
第
98
回
通
常
総
会
が
6
月
27
日
に
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
度
事
業
計
画
案
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
な
ど
の
議
案
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
で
は
、
米
沢
寛
会
長
（
石
川
）
が
再
任
。
お
客
様
目
線

で
進
取
の
業
界
を
目
指
し
て
時
代
の
流
れ
に
先
行
し
、
技
術
向
上
な
ど
組
合
員
の
役
に
立

つ
事
業
の
展
開
を
掲
げ
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
く
方
針
だ
。

立
つ
全
日
電
工
連
を
目
指
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
10
月
に

開
催
さ
れ
る
全
日
電
工
連
創

立
60
周
年
記
念
・
第
33
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会
に
つ
い

て
は
、「
全
日
電
工
連
に
携

わ
っ
た
多
く
の
大
先
輩
に
心

よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
す
と

と
も
に
、
今
後
、
わ
れ
わ
れ

が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
将
来

に
向
か
っ
て
い
く
か
誓
う
場

に
し
た
い
」
と
し
て
参
加
を

呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
2
0
2
0
年
に
開

催
を
予
定
し
て
い
る
第
4
回

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
に
つ
い
て
、「
一
般
の
部

の
選
手
は
各
工
組
か
ら
1
名

を
基
準
と
し
て
選
出
、
女
性

の
部
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
1

名
、
高
校
生
の
部
も
各
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
1
名
を
選
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
人
数
も

増
え
る
の
で
会
場
は
横
浜
ア

リ
ー
ナ
を
検
討
し
て
い
る
。

詳
細
は
、
委
員
会
で
検
討
を

　

以
上
は
ほ
ん
の
一

例
で
す
が
、
多
く
の

人
が
集
ま
っ
て
く
る

と
こ
ろ
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
皆
様
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
、

長
野
の
街
を
ゆ
っ
く

り
巡
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
98
回　

通
常
総
会

米

沢

会

長

が

再

任

重
ね
て
い
き
た
い
」
と
方
針

を
述
べ
た
。
続
け
て
「
6
月

20
日
に
電
気
工
事
議
員
連
盟

を
設
立
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
大
き
な

力
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
前
進
し

て
い
く
だ
ろ
う
」
と
期
待
を

述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
小
谷
野

一
彦
理
事
と
植
田
隆
夫
理
事

の
両
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
案

審
議
へ
と
移
っ
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
は
、

技
術
革
新
・
産
業
構
造
の
変

化
に
よ
り
従
来
の
考
え
方
で

は
対
応
で
き
な
い
時
代
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
識

改
革
と
同
時
に
自
ら
が
行
動

を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
お
客
様
の
期
待
と
要
望

に
応
え
る
電
気
設
備
工
事
な

ど
を
総
合
し
た
業
態
で
時
代

の
変
化
の
先
頭
に
立
ち
、
提

案
・
施
工
の
出
来
る
「
信
頼

さ
れ
る
街
の
電
気
ド
ク
タ

ー
」
を
目
指
す
方
針
だ
。

　

人
材
確
保
・
育
成
・
定
着

に
向
け
て
、
業
界
づ
く
り
、

人
づ
く
り
、
仕
事
づ
く
り
を

念
頭
に
、
経
営
形
態
や
営
業

形
態
等
を
基
本
的
に
見
直
す

と
と
も
に
正
し
い
市
場
と
正

し
い
雇
用
環
境
作
り
を
進
展

さ
せ
、
組
合
と
組
合
員
の
役

に
立
つ
事
業
を
展
開
し
て
い

く
。

　

あ
わ
せ
て
、
新
規
事
業
と

優
先
度
の
高
い
事
業
を
新
興

し
、
課
題
解
決
に
努
め
な
が

ら
、
組
合
員
の
知
見
拡
充
支

援
、
社
会
貢
献
に
資
す
る
事

業
の
水
平
展
開
を
図
る
目
的

で
、
今
年
度
の
組
織
体
制
の

改
編
も
行
っ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
で
は
、
花
元
英
彰
役
員
推

薦
会
議
議
長
が
理
事
候
補
者

26
名
、
監
事
候
補
者
3
名
を

提
案
し
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

　

全
議
案
の
承
認
後
に
は
、

10
月
に
開
催
さ
れ
る
全
日
電

工
連
創
立
60
周
年
記
念
・
第

33
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

の
開
催
概
要
、
第
4
回
優
良

事
業
工
組
表
彰
制
度
の
変
更

点
、
新
規
加
入
組
合
員
拡
大

に
向
け
た
『
全
国
電
工
組
実

態
調
査
結
果
報
告
書
』
な
ど

を
報
告
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
新
た

に
選
任
さ
れ
た
理
事
に
よ
る

新
任
理
事
会
を
開
催
。
米
沢

会
長
が
再
任
し
た
ほ
か
、
副

会
長
、
議
長
、
各
委
員
会
の

委
員
長
な
ど
の
役
員
職
務
分

担
を
花
元
役
員
推
薦
会
議
議

長
が
発
表
し
た
（
新
役
員
、

表
彰
関
連
な
ど
の
詳
細
は
2

〜
7
面
に
掲
載
）。

議長を務めた小谷野理事（左）、植田理事
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米沢　寛

尾池　一仁

花元　英彰小林　功

藤沢　一三沼尻　芳治
（敬称略）

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
で
は
、
理
事
26
名
と

監
事
3
名
が
選
任
さ
れ
た

（
3
面
）。

　

会
長
に
は
米
沢
寛
会
長

（
石
川
）
が
再
任
。

　

花
元
英
彰
副
会
長
（
福

岡
）、小
林
功
副
会
長
（
新

潟
）、
藤
沢
一
三
副
会
長

（
長
野
）、
沼
尻
芳
治
副
会

長
（
埼
玉
）
が
い
ず
れ
も

再
任
さ
れ
た
。

北
陸
電
気
工
事
組
合
連
合
会　

会
長

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合　

理
事
長

米
沢
電
気
工
事
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
会
長

北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合　

相
談
役

双
豊
電
気
株
式
会
社　

取
締
役
会
長

全
九
州
電
気
工
事
業
協
会　

会
長

福
岡
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合　

理
事
長

有
限
会
社
み
つ
る
電
気
商
会　

代
表
取
締
役

中
部
電
気
工
事
業
組
合
連
合
会　

会
長

長
野
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合　

理
事
長

高
山
電
業
株
式
会
社　

取
締
役
会
長　

東
北
七
県
電
気
工
事
組
合
連
合
会　

理
事
長

新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合　

理
事
長

有
限
会
社
富
士
電
気
工
事
店　

代
表
取
締
役

全
関
東
電
気
工
事
協
会　

会
長

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合　

理
事
長

株
式
会
社
沼
尻
電
気
工
事　

代
表
取
締
役
会
長

米沢会長のもと新たにスタート米沢会長のもと新たにスタート全 日 電 工 連
令和元年度役員

お客様目線で

　　進取の業界へ
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※は新任　（敬称略）

理　　事

ブロック 工組名 役　職 氏　名 職務分掌

北 陸 石　 川 会 長 米沢　　寛

九 州 福　 岡 副 会 長 花元　英彰 技術・認証担当

東 北 新　 潟 副 会 長 小林　　功 技能競技担当

中 部 長　 野 副 会 長 藤沢　一三 総務・財政担当
政治連盟幹事長

関 東 埼　 玉 副 会 長 沼尻　芳治 事業推進担当

北海道 北 海 道 相 談 役 尾池　一仁

九 州 宮　 崎 議 長 安田　耕一 総合政策会議議長
未来構想ＷＧ担当

関 西 大　 阪 理 事 橋詰　源治 財政強化ＷＧ担当

中 国 岡　 山 理 事 清原　三郎 組織強化ＷＧ担当

北海道 北 海 道 理 事 小野寺涼一 総務・財政委員長

関 西 京　 都 理 事 植田　隆夫 技術・認証委員長
浴乾協議会委員

四 国 高　 知 理 事 吉村　保利 事業推進委員長

関 東 千　 葉 理 事 嶋野　貞雄 技能競技委員長

関 西 兵　 庫 理 事 堀口　　繁 財政強化ＷＧ座長

関 東 千　 葉 理 事 植草　宏介 組織強化ＷＧ座長

九 州 鹿 児 島 理 事 中島　啓介 未来構想ＷＧ座長

東 北 岩　 手 理 事 平野　喜嗣

東 北 福　 島 理 事 浅川　誠吾

関 東 群　 馬 理 事 小谷野一彦

関 東 神 奈 川 理 事 青　　博孝※

中 部 愛　 知 理 事 村上　秀樹

関 西 滋　 賀 理 事 鹿野　敏夫※

九 州 鹿 児 島 理 事 寺田　実三

九 州 沖　 縄 理 事 金城　　稔

青年部 北 海 道 理 事 大上　真一※

事務局 員　 外 理事(常任) 五十畑正美 事務局長

事務局 員　 外 理事(常任) 野田　隆司

監　　事

中 部 三　 重 監 事 石原　和夫※

四 国 徳　 島 監 事 後藤田　裕

員　 外 監 事 鈴木　康二 公認会計士・税理士

　

新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事
は
、
役
員
選

任
規
約
に
基
づ
き
所
属
組
合
員
数
の
比
例

加
算
、
青
年
部
代
表
、
学
識
経
験
者
・
事

務
局
専
従
者
か
ら
選
任
さ
れ
た
。

　

総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
新
任
理
事
会
で

職
務
分
担
を
決
定
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
の
委
員
長
が
会
長
か

ら
指
名
さ
れ
た
（
下
表
）。

植田　隆夫 小野寺涼一

安田　耕一

平野　喜嗣

嶋野　貞雄

吉村　保利

植草　宏介

小谷野一彦

浅川　誠吾

鹿野　敏夫

村上　秀樹 青　博孝

清原　三郎

堀口　繁

橋詰　源治

金城　稔

中島　啓介

寺田　実三

野田　隆司 五十畑正美 大上　真一

鈴木　康二 後藤田　裕 石原　和夫

理　
　

事

監　
　

事

全
日
電
工
連　

令
和
元
年
度
役
員

( 敬称略 )

新任理事会で新任理事会で
職務分担を決定職務分担を決定
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（敬称略）

ブロック会長・工業組合理事長

ブロック・工組 会長・理事長名 ブロック・工組 会長・理事長名

北海道 小 野 寺 涼 一 関　西 橋 詰 　 源 治

東　北 小 林 　 　 功 滋　賀 鹿 野 　 敏 夫

青　森 山 子 　 則 男 京　都 植 田 　 隆 夫

岩　手 平 野 　 喜 嗣 奈　良 福 本 　 幸 一

秋　田 千 葉 三 四 郎 大　阪 橋 詰 　 源 治

宮　城 道 免 　 清 豪 和歌山 狩 谷 　 典 男

山　形 會 津 圭 一 郎 兵　庫 向 山 　 和 義

福　島 浅 川 　 誠 吾 中　国 清 原 　 三 郎

新　潟 小 林 　 　 功 岡　山 清 原 　 三 郎

北　陸 米 沢 　 　 寛 広　島 髙 野 憲 一 郎

富　山 渋 谷 　 　 武 鳥　取 小 林 　 秀 良

石　川 米 沢 　 　 寛 島　根 赤 沼 　 高 男

福　井 前 田 　 豊 次 山　口 城 　 　 英 明

関　東 沼 尻 　 芳 治 四　国 吉 村 　 保 利

茨　城 浅 野 　 晃 司 香　川 新 名 　 淳 一

栃　木 吉 成 　 孝 夫 愛　媛 木 村 　 泰 浩

群　馬 小 谷 野 一 彦 徳　島 後 藤 田 　 裕

埼　玉 沼 尻 　 芳 治 高　知 吉 村 　 保 利

千　葉 嶋 野 　 貞 雄 九　州 花 元 　 英 彰

東　京 天 野 　 春 夫 福　岡 花 元 　 英 彰

神奈川 青 　 　 博 孝 佐　賀 古 賀 　 正 信

山　梨 金 丸 　 正 幸 長　崎 小 畑 　 和 男

静岡 ( 東 ) 堀 水 東 志 夫 熊　本 汐 田 　 康 博

中　部 藤 沢 　 一 三 大　分 岩 本 　 邦 男

静　岡 松 田 　 良 克 宮　崎 安 田 　 耕 一

愛　知 村 上 　 秀 樹 鹿児島 寺 田 　 実 三

長　野 藤 沢 　 一 三 沖　縄 金 城 　 　 稔

岐　阜 森 　 　 輝 廣
※赤字は新任

三　重 石 原 　 和 夫

馳　浩　衆議院議員経済産業省 覺道崇文 電力安全課長

　

今
年
度
は
、
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
工

業
組
合
で
も
任
期
満
了
に
伴
な
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
1
ブ
ロ
ッ
ク
と
6
工

組
で
新
会
長
と
新
理
事
長
が
選
任
さ
れ

た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
関
西
電
気
工
事
工

業
会
会
長
に
橋
詰
源
治
氏
（
大
阪
）
が

選
任
さ
れ
た
。

　

各
工
組
で
は
、
東
北
は
、
山
形
県
電

気
工
事
工
業
組
合
理
事
長
に
會
津
圭
一

郎
氏
。

　

北
陸
は
、
富
山
県
電
気
工
事
工
業
組

合
理
事
長
に
渋
谷
武
氏
。

　

中
国
は
、
広
島
県
電
気
工
事
工
業
組

合
理
事
長
に
髙
野
憲
一
郎
氏
。

　

四
国
は
、
愛
媛
県
電
気
工
事
工
業
組

合
理
事
長
に
木
村
泰
浩
氏
。

　

九
州
は
、
佐
賀
県
電
気
工
事
業
工
業

組
合
理
事
長
に
古
賀
正
信
氏
、
長
崎
県

電
気
工
事
業
工
業
組
合
理
事
長
に
小
畑

和
男
氏
が
各
々
選
任
さ
れ
た
。

関西　橋詰 源治 会長

ブロック

新会長

山形県　會津圭一郎 理事長富山県　渋谷　武 理事長

広島県　髙野憲一郎 理事長愛媛県　木村 泰浩 理事長

佐賀県　古賀 正信 理事長長崎県　小畑 和男 理事長

電工組新理事長

ブ
ロ
ッ
ク
・
工
組

ブ
ロ
ッ
ク
・
工
組

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

ご
来
賓
の
方
々

乾杯の挨拶をした全日電材連 忍田勉 会長 文部科学省 井上賢一 産業教育振興室長
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○オートリースキャンペーン各部門順位

≪ポイントの部≫
≪組合員成約台数指数の部≫ ≪新規組合員数の部≫

（1）年間の部 （2）キャンペーン期間の部

① 埼玉県電気工事工業組合 ① 埼玉県電気工事工業組合 ① 山口県電気工事工業組合 ① 東京都電気工事工業組合 ② 北海道電気工事業工業組合

② 新潟県電気工事工業組合 ② 新潟県電気工事工業組合 ② 石川県電気工事工業組合 ③ 福島県電気工事工業組合 ③ 新潟県電気工事工業組合

③ 石川県電気工事工業組合 ③ 宮城県電気工事工業組合 ③ 埼玉県電気工事工業組合 ③ 千葉県電気工事工業組合 ③ 福岡県電気工事業工業組合

③ 沖縄県電気工事業工業組合

第 4 8 回会長表彰（役員） （敬称略）

工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名

青 森 川下　政男 埼 玉 佐藤　隆行 大 阪 大野　輝雄 愛 媛 伊藤　綱男

岩 手 照井　寛幸 埼 玉 大倉　　廣 大 阪 日南　栄晴 徳 島 桒内　幸八

秋 田 布谷　　博 埼 玉 浅野　浩二 大 阪 中井　　一 高 知 山本　　久

山 形 鈴木　雄一 神奈川 細田　治雄 大 阪 新舎　　洋 福 岡 樋口　和宏

福 島 矢内　　修 愛 知 川村　俊治 大 阪 松倉　靖浩 福 岡 中嶋　久雄

新 潟 横山　弘文 愛 知 矢野　恭伸 和歌山 中西　英貴 大 分 佐藤　久光

石 川 竹内　和良 長 野 土屋　貴史 兵 庫 駒田　和幸 宮 崎 清水　正美

福 井 渡邉　清治 岐 阜 土屋　　勤　広 島 鶴田　幸彦 熊 本 松本　　昭

茨 城 笹本　正三 滋 賀 奥　　清明 鳥 取 小林　秀良

栃 木 関口　克也 京 都 植田　隆夫 島 根 福原　千壽

群 馬 小川　　悟 大 阪 髙山　泰典 香 川 佐藤　佳生

第 4 8 回会長表彰（職員） （敬称略）

工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名

北海道 上林　明宏 群 馬 児玉　美幸 滋 賀 加藤美恵子 福 岡 西　美由紀

北海道 乙竹　美幸 埼 玉 大野　利行 大 阪 清水　宏美 福 岡 木原　理恵

東 北 遠藤さおり 埼 玉 佐藤　典正 和歌山 山口　之子 長 崎 金子　隆輔

岩 手 西舘　政範 東 京 岩上ひとみ 岡 山 水野さおり 大 分 工藤　順子

秋 田 冨士盛正明 東 京 小原　貴子 広 島 横山　　孝 宮 崎 日髙　　愛

山 形 遠藤　　梢 神奈川 松尾　礼子 山 口 水野　敏信 熊 本 岩本　明子

新 潟 髙橋由美子 神奈川 榊原　道代 香 川 石原　祥子 鹿児島 川間一二三

石 川 安田　隆治 愛 知 中根　邦子 徳 島 鎌田　衣恵 沖 縄 花城　　悟

栃 木 中村　美穂 長 野 大塚　浩子 高 知 藤村　明美 全 日 岡崎　　徹

　

全
日
電
工
連
第
98
回
通
常
総
会
の
議
案

審
議
に
先
立
ち
、
第
48
回
永
年
勤
続
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

　

代
表
者
と
し
て
、
役
員
の
部
は
小
林
秀

良
氏
（
鳥
取
）
に
、
職
員
の
部
は
岡
崎
徹

氏
（
全
日
電
工
連
）
に
各
々
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
役
員
41
名
、

職
員
36
名
で
、
表
彰
者
氏
名
は
下
表
の
と

お
り
（
敬
称
略
）。

職員の部・岡崎氏 役員の部・小林氏

　第10回オートリース促進キャン
ペーン表彰が、全日電工連第98回
通常総会で行われた。
　年間とキャンペーン期間中の
「ポイントの部」、「組合員成約台
数指数の部」、「新規組合員数の部」
で入賞した組合に表彰状と盾が贈
られた。
　表彰された組合は下表のとおり。

オートリース

促進キャンペーン表彰

入賞工組を表彰
左から沼尻芳治理事長（埼玉）、天野春夫理事長（東京）、城英明理事長（山口）

　

全
日
電
工
連
の
第
三
者
損
害
賠
償
制
度
に
お

け
る
優
良
組
合
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

事
故
撲
滅
、
加
入
促
進
の
両
面
に
わ
た
り
優

秀
な
実
績
を
上
げ
た
8
工
組
が
表
彰
さ
れ
た
。

※
優
良
工
組 

（
過
去
1
年
間
の
実
績
に
お
い

て
、
加
入
率
70
％
以
上
、
損
害
率
20
％
以
下
）

長野県電気工事業工業組合（藤沢一三理事長）
岩手県電気工事業工業組合（平野喜嗣理事長）
宮城県電気工事工業組合（道免清豪理事長）
山梨県電気工事工業組合（金丸正幸理事長）

鹿児島県電気工事業工業組合（寺田実三理事長）
大分県電気工事業工業組合（岩本邦男理事長）
愛媛県電気工事工業組合（木村泰浩理事長）
新潟県電気工事工業組合（小林功理事長）

左から藤沢理事長、寺田理事長、平野理事長、岩本理事長、道免理事長、木村理事長、金丸理事長、小林理事長

第
三
者
損
害
賠
償
制
度

優
良
組
合
表
彰

8工組に8工組に

目録贈呈目録贈呈

左から日本電気協会古澤宏専務理事、電気技術者試験センター岡村繁寛理事

長、電気工事技術講習センター深山英房理事長、全日電材連忍田勉会長

ご
登
壇
い
た
だ
い
た

ご
来
賓
の
方
々

第48回

永年勤続表彰

役員41名、

職員36名を表彰

左からパナソニック㈱ライフソリューションズ社道浦正治副社長（7月1日付・社

長昇任）、東芝ライテック㈱森恒章取締役電材営業統括部長、三菱電機㈱松本伸電

材住設スマート事業部長、共立電気計器㈱倉本正道代表取締役、オリックス自動

車㈱亀井克信代表取締役会長、損害保険ジャパン日本興亜㈱森田亮専務執行役員

関

係

団

体

賛

助

会

員
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お
客
様
目
線
で
進
取
の
業
界
を
目
指
し
て

事
業
方
針

①
過
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
は
、
深

耕
・
振
興
の
考
え
を
基
本
に
実
施
す

る
。

②
新
規
事
業
お
よ
び
近
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
・
青
年
部
提
言
書
の
優
先
度
の
高

い
事
業
を
新
興
し
、
課
題
解
決
に
努

め
て
い
く
。

③
組
織
拡
大
強
化
は
じ
め
各
工
組
の

収
益
等
模
範
と
な
る
事
業
の
水
平
展

開
に
向
け
た
周
知
を
行
う
。

④
組
合
員
知
見
・
技
術
高
度
化
支
援

事
業
の
展
開
を
行
う
。

⑤
社
会
貢
献
・
存
在
価
値
の
高
揚
に

資
す
る
事
業
の
水
平
展
開
を
図
る
。

組
織
体
制

①
最
高
意
思
決
定
機
関　

総
会

②
執
行
機
関　

理
事
会

③
会
議
体

（1）
三
役
会
議
：
会
長
の
補
佐
機
関
お

よ
び
理
事
会
へ
の
建
議
機
関
と
し
て

の
意
思
決
定
機
関

（2）
総
合
政
策
会
議
：
三
役
会
議
の
諮

問
を
受
け
て
連
合
会
に
係
る
重
要
な

政
策
全
般
の
審
議
機
関

④
委
員
会
等
構
成

　

常
設
委
員
会
（
総
務
・
財
政
委
員

会
、
技
術
・
認
証
委
員
会
、
事
業
推

進
委
員
会
、
技
能
競
技
委
員
会
）
と

総
合
政
策
会
議
管
掌
3
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
と
す
る
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
総
合

政
策
会
議
構
成
員
が
執
行
部
と
し
て

所
管
す
る
。

　

な
お
、
浴
乾
点
検
協
議
会
の
構
成

員
は
技
術
・
認
証
委
員
長
が
そ
の
任

に
当
た
る
。

総
務
・
財
政
全
般
に
つ
い
て
の
審
議
・
建
議

①
電
気
工
事
業
関
係
法
令
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
に

よ
り
組
合
員
企
業
を
守
り
、

ク
リ
ー
ン
な
業
界
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
「
電
気
工
事
業

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

会
」
が
、
近
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

の
具
現
化
と
し
て
策
定
さ

れ
、
本
年
度
よ
り
全
国
展
開

を
図
る
。

　

組
合
員
の
資
質
向
上
に
つ

な
げ
、
内
外
に
対
し
て
安
心

し
て
仕
事
を
任
せ
て
い
た
だ

け
る
・
働
け
る
業
界
を
Ｐ
Ｒ

す
る
。

②
組
合
経
営
の
観
点
か
ら
、

工
組
財
源
強
化
事
業
の
調
査

研
究
と
水
平
展
開
等
の
合
理

的
・
効
率
的
組
織
運
営
体
制

へ
の
見
直
し
、
組
織
拡
大
強

化
等
を
実
施
す
る
。

 　
ま
た
、
2
0
1
7
（
平
成 

29
）
年
度
か
ら
実
施
し
た
全

国
事
務
局
間
ク
ラ
ウ
ド
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
発
信
文
書
・
会

議
等
案
内
・
返
信
の
Ｉ
Ｔ
化
）

の
活
用
を
推
進
す
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
会
計
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
経
理
業
務
の
効

率
化
と
財
務
の
見
え
る
化
、

働
き
方
改
革
に
対
応
し
た
出

退
勤
管
理
業
務
の
シ
ス
テ
ム

化
推
進
お
よ
び
役
員
・
委
員

に
貸
与
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
活
用
向
上
に
向
け

た
周
知
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

③
後
継
者
育
成
・
人
材
確
保

（1）
「
業
界
理
解
促
進
交
流
事

業
」
の
一
層
の
拡
大
対
策
お

よ
び
実
効
性
あ
る
効
果
測
定

の
仕
組
み
の
確
立
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
る
。

（2）
非
電
気
系
入
職
者
の
早
期

戦
力
化
対
策
お
よ
び
業
界
初

心
者
の
定
着
化
を
目
指
し
、

対
策
に
つ
い
て
は
、「
次
世

代
電
気
工
事
技
術
者
養
成
研

修
会
」
の
継
続
的
な
開
催
支

援
を
す
る
。

（3）
「
女
性
活
躍
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
女
性
電
気
工

事
従
事
者
に
よ
る
座
談
会
や

組
合
事
業
活
動
へ
女
性
が
参

画
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
各

ブ
ロ
ッ
ク
・
電
工
組
で
継
続

実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

女
性
部
会
連
絡
協
議
会
（
仮

称
）
の
立
ち
上
げ
に
向
け
た

検
討
を
実
施
す
る
。

④
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年

4
月
に
施
行
さ
れ
た
働
き
方

改
革
等
法
制
度
対
応
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
は
働
き
方
改

革
対
応
事
項
の
整
備
と
関
係

団
体
等
と
の
連
携
協
力
の
も

と
、
働
き
方
改
革
に
対
応
し

た
「
電
気
工
事
業
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
の
策
定
に
向
け
取
り

組
む
。

⑤
政
治
連
盟
に
つ
い
て
は
、

本
年
2
月
開
催
の
政
治
連
盟

第
9
回
通
常
総
会
に
お
い
て

可
決
承
認
さ
れ
た
9
項
目
の

要
請
事
項
の
実
現
に
向
け
鋭

意
取
り
組
む
。

⑥
全
国
大
会
は
、
本
年
度
は

10
月
17
日
に
石
川
県
金
沢
市

に
お
い
て
「
全
日
電
工
連
創

立
60
周
年
記
念
第
33
回
電
気

工
事
業
全
国
大
会
」
を
開
催

す
る
。

　

主
管
の
北
陸
連
合
会
・
石

川
県
電
工
組
と
の
連
携
の
も

と
、
次
回
以
降
の
テ
ン
プ
レ

ー
ト
的
大
会
を
目
指
す
べ
く

鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
。

20192019(令和元)年度 主たる事業の方向性(令和元)年度 主たる事業の方向性

主
な
新
規
事
業
項
目 

①
法
改
正
、
行
政
動
向
、
関

連
団
体
・
関
連
企
業
対
応
へ

の
対
策

〔
法
制
度
対
応
〕

働
き
方
改
革
に
対
応
し
た

「
働
き
方
改
革
対
応
業
界
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
策
定
、
お

よ
び
業
界
課
題
解
決
に
向
け

た
関
連
機
関
（
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
及
び
建
設
関

係
団
体
）
と
の
連
携

②
財
政
基
盤
強
化
対
策

〔
全
日
電
工
連
お
よ
び
工
組

と
の
財
務
的
制
度
面
の
見
直

し
〕

各
工
組
議
案
書
決
算
報
告
書

か
ら
統
一
視
点
に
よ
る
分
析

と
工
組
財
源
強
化
事
業
の
調

査
研
究
と
水
平
展
開

③「
進
取
の
業
界
を
目
指
し
、

変
化
に
対
応
し
自
ら
行
動
す

る
」
組
織
強
化
対
策

〔
組
合
員
資
質
向
上
支
援
策
〕

（1）
女
性
活
躍
座
談
会
等
の
意

見
分
析
に
基
づ
く
女
性
部
会

連
絡
協
議
会
立
ち
上
げ
に
向

け
た
検
討

（2）
「
電
気
工
事
業
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
会
」
の
全
国

完
全
実
施
に
向
け
た
対
策

（
業
界
関
係
法
令
遵
守
と
雇

用
環
境
改
善
対
策
の
推
進
に

よ
り
内
外
に
向
け
た
ク
リ
ー

ン
な
業
界
の
Ｐ
Ｒ
）

〔
組
織
活
性
化
対
策
〕

（1）
全
日
電
工
連
創
立
60
周
年

記
念
第
33
回
電
気
工
事
業
全

国
大
会
の
成
功
に
向
け
た
実

施
内
容
の
検
討
と
優
良
事
業

工
組
表
彰
制
度
の
過
年
度
実

施
の
検
証

技
術
・
認
証
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
審
議
・
建
議

①
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を

開
催
し
て
、
各
種
技
術
情
報

の
発
信
・
提
供
に
よ
る
経
営

層
や
電
気
工
事
技
術
者
の
資

質
・
知
見
拡
充
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

②
安
全
・
安
心
の
基
盤
と
な

る
施
工
品
質
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
他
に
先
駆
け
て
自
ら

が
自
ら
を
厳
し
く
律
し
、
範

を
示
し
、
安
全
・
安
心
を
前

提
と
し
た
施
工
品
質
の
向
上

の
徹
底
に
努
め
る
。

③
第
一
種
電
気
工
事
士
定
期

講
習
は
、
今
後
と
も
対
面
講

習
を
前
提
と
す
る
。

　

一
方
で
、
組
合
員
の
利
便

性
向
上
に
向
け
た
遠
隔
地
講

習
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
対
策
お

よ
び
講
習
品
質
等
高
度
化
対

策
、
定
期
講
習
業
務
の
効
率

化
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
受
付

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
る
。

　

受
講
者
目
線
に
立
っ
た
講

習
環
境
作
り
や
開
催
回
の
限

ら
れ
た
地
区
に
対
す
る
講
習

方
法
の
検
討
を
通
じ
受
講
修

了
率
の
向
上
対
策
を
実
施
し

て
い
く
。

④
認
定
電
気
工
事
従
事
者
認

定
講
習
に
つ
い
て
は
、
関
係

団
体
と
の
連
携
に
お
い
て
講

習
品
質
の
向
上
や
組
合
員
の

受
講
機
会
を
増
や
し
受
講
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
れ
る

講
習
と
す
る
た
め
に
、
開
催

希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実

施
希
望
都
市
で
実
施
し
て
い

る
。

　

今
年
度
も
修
了
者
の
増
加

対
策
、
電
気
関
係
学
校
等
へ

の
当
講
習
制
度
の
認
知
度
向

上
対
策
と
実
施
支
援
に
つ
い

て
鋭
意
検
討
し
て
い
く
。

⑤
電
気
工
事
関
係
法
令
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
に
つ

い
て
は
、
近
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

の
具
現
化
と
し
て
策
定
さ
れ

た
「
電
気
工
事
業
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
会
」
を
、
技

術
的
観
点
か
ら
全
国
展
開
を

図
る
た
め
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

⑥
お
客
様
に
電
気
設
備
を
安

全
・
安
心
・
快
適
に
使
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
8
月
に
実

施
し
て
い
る
電
気
使
用
安
全

運
動
は
今
年
も
全
国
各
地
で

展
開
し
て
、
感
震
装
置
・
避

雷
器
の
取
付
推
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

同
時
に
、
初
等
教
育
の
時

期
か
ら
の
業
界
Ｐ
Ｒ
の
実
施

に
向
け
て
、
小
中
学
生
の
段

階
か
ら
の
『
業
界
と
の
ふ
れ

あ
い
事
業
』
の
通
年
実
施
化

を
推
進
し
て
い
く
。

⑦
工
・
製
・
販
の
電
気
設
備

業
界
が
一
体
と
な
り
三
位
一

体
と
な
っ
て
「
新
し
い
電
気

の
カ
タ
チ
」
を
お
客
様
に
提

案
す
る
活
動
『
S
m
a
r
t 

P
o
w
e
r 

N
e
t
w
o 

r
k
（
ス
マ
ー
ト
パ
ワ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）』
の
活
性
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

主
な
新
規
事
業
項
目

①
電
気
保
安
の
確
保
に
貢
献

す
る
電
気
工
事
技
術
者
育
成

な
ら
び
に
街
の
電
気
ド
ク
タ

ー
の
拡
大
対
策

〔
知
見
拡
充
対
策
〕

ソ
サ
エ
テ
ィ
5
・
0
に
向
け

た
技
術
取
得
研
修
会
対
策

（
ド
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
等

の
実
用
的
利
用
方
法
等
）

②
施
工
品
質
確
保
に
よ
る
安

全
・
安
心
の
提
供

〔
第
一
種
電
気
工
事
士
定
期

講
習
対
策
〕

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講

習
の
遠
隔
地
講
習
シ
ス
テ
ム

の
拡
大
対
策
、
お
よ
び
講
習

品
質
等
高
度
化
対
策

〔
認
定
電
気
工
事
従
事
者
認

定
講
習
対
策
〕

③
業
界
存
在
価
値
の
確
立

〔
業
界
・
組
織
強
化
〕

創
立
60
周
年
を
機
会
に
「
電

気
工
事
関
係
法
令
お
よ
び
技

術
基
準
・
内
線
規
程
の
成
立

の
背
景
・
そ
の
後
の
変
遷
」

お
よ
び
「
電
気
工
事
工
法
の

進
展
」
の
冊
子
作
成
・
提
供

植田 隆夫 委員長

技術・認証委員会

小野寺 涼一 委員長

総務・財政委員会
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業界の社会的地位向上と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

時代の流れに先行し時代の流れに先行し
             技術向上などに努める             技術向上などに努める

各
種
事
業
・
福
利
厚
生
制
度
全
般
に
つ
い
て
の

審
議
・
建
議

①
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調

査
業
務
は
、
今
年
度
も
一
層

の
受
託
拡
大
を
図
る
た
め
に

も
、
調
査
品
質
の
向
上
、
効

率
化
の
追
求
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
重
視
に
努
め
、
組
織

を
挙
げ
た
対
策
を
審
議
し
て

い
く
。
ま
た
、
新
規
登
録
機

関
の
動
向
に
十
分
に
注
意

し
、
体
制
の
整
備
と
対
策
を

講
じ
る
。

②
一
般
用
電
気
工
作
物
の
点

検
業
務
受
託
事
業
は
、
組
合

員
業
務
拡
大
の
一
つ
の
切
り

口
と
し
て
、
電
気
設
備
の
安

全
・
安
心
を
提
供
す
る
立
場

か
ら
、
お
客
様
へ
本
業
務
の

重
要
性
等
の
周
知
に
努
め
る
。

③
都
道
府
県
が
行
う
電
気
工

事
士
免
状
発
行
事
務
は
、
電

気
工
事
二
法
、
同
法
改
正
の

経
緯
か
ら
我
々
都
道
府
県
工

組
が
受
託
す
べ
き
で
あ
る
と

の
信
念
に
基
づ
き
、
全
国
各

地
で
新
た
な
受
託
開
始
、
ま

た
受
託
に
向
け
て
行
政
と
の

協
議
が
増
え
て
き
て
い
る
。

受
託
成
功
事
例
集
等
に
よ
る

情
報
を
共
有
化
し
、
将
来
の

電
気
工
事
士
法
改
正
を
視
野

に
免
状
更
新
制
度
に
向
け
、

更
な
る
受
託
拡
大
に
向
け
て

取
り
組
む
。

④
地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ

た
災
害
時
復
旧
協
定
・
防
犯

協
定
の
締
結
は
、
電
気
を
安

全
・
安
心
に
24
時
間
お
届
け

す
る
使
命
感
を
持
つ
当
連
合

会
の
社
会
的
責
任
と
捉
え
、

さ
ら
に
締
結
促
進
に
向
け
た

支
援
策
を
講
じ
る
。

⑤
福
利
厚
生
事
業
で
は
既
存

制
度
を
随
時
見
直
し
な
が

ら
、「
人
的
補
償
を
目
的
と

す
る
保
険
業
法
上
第
一
分
野

で
あ
る
弔
慰
金
見
舞
金
制
度

・
グ
ル
ー
プ
共
済
制
度
」「
保

険
業
法
上
第
二
分
野
と
な
る

物
的
補
償
を
目
的
と
す
る
第

三
者
損
害
賠
償
保
険
・
業
務

災
害
補
償
制
度
・
組
立
保
険

制
度
」「
保
険
業
法
上
第
三

分
野
で
あ
る
生
活
総
合
保
険

制
度
」
と
い
う
大
き
な
3
つ

の
軸
を
中
心
に
組
合
員
を
強

力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
険
制

度
の
提
供
を
行
い
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。
本
年

度
は
既
存
制
度
の
更
な
る
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
役
立

つ
制
度
と
す
べ
く
、
よ
り
一

層
の
充
実
に
努
め
る
。

主
な
新
規
事
業
項
目 

①
電
気
保
安
確
保
事
業
展
開

に
よ
る
存
在
価
値
の
高
揚

〔
存
在
価
値
の
高
揚
対
策
〕

災
害
時
に
お
け
る
電
気
工
事

復
旧
作
業
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
分
析
に
基
づ
く
、「
全

国
電
工
組
連
携
協
定
」
の
実

効
性
向
上
対
策
に
向
け
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

②
相
互
扶
助
体
制
の
確
立
な

ら
び
に
組
合
員
満
足
第
一
を

前
提
と
し
た
福
利
厚
生
事
業

の
拡
充
対
策

〔
認
定
保
険
制
度
の
充
実
〕

　

全
日
電
工
連
認
定
制
度
の

常
時
検
証
と
充
実
に
向
け
た

対
策

（1）
業
務
災
害
補
償
制
度
の
加

入
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
改
定

の
検
討

（2）
生
活
総
合
保
険
制
度
の
再

周
知
に
よ
る
加
入
拡
大
対
策

（3）
グ
ル
ー
プ
共
済
制
度
の
募

集
体
制
強
化
と
加
入
口
数
拡

大
対
策

（4）
組
合
員
向
け
制
度
説
明
会

の
通
年
開
催
支
援

〔
安
全
作
業
対
策
〕

　

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
防

止
用
器
具
に
関
す
る
斡
旋
事

業
お
よ
び
関
連
情
報
提
供

③
組
合
員
事
業
所
経
営
お
よ

び
組
合
経
営
確
立
対
策
（
組

合
員
仕
事
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
対
策
）

〔
組
合
経
営
確
立
〕

各
電
工
組
収
益
に
つ
な
が
る

新
規
事
業
対
策
、
各
種
提
携

業
務
対
策

第
4
回
技
能
競
技
大
会
の
実
施
・
企
画
運
営

　

2
0
1
4
（
平
成
26
）
年

11
月
第
1
回
大
会
は
「
大
会

の
カ
タ
チ
を
作
る
」、
2 

0
1
6
（
平
成
28
）
年
11
月

第
2
回
大
会
は
「
大
会
の
内

容
の
充
実
」、2
0
1
8
（
平

成
30
）
年
11
月
第
3
回
大
会

は
「
大
会
の
カ
タ
チ
と
内
容

の
充
実
を
再
度
検
証
し
た
大

会
を
目
指
す
」
と
の
考
え
で

開
催
し
、
組
合
員
は
じ
め
関

係
行
政
・
賛
助
企
業
・
関
係

団
体
の
支
援
の
も
と
成
功
裡

に
終
了
し
た
。

　

第
4
回
大
会
で
は
「
一
般

の
部
」
で
は
各
工
組
1
名
か

ら
の
選
手
選
出
、「
女
性
の

部
」
で
は
選
手
9
名
に
拡
大

し
、
更
な
る
大
会
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
、『
電

気
工
事
の
甲
子
園
、「
流
石
」

全
日
電
工
連
と
言
わ
れ
る
』

大
会
を
目
指
す
方
針
だ
。

　

今
年
度
は
本
委
員
会
で
全

般
の
方
向
性
を
決
定
し
た
う

え
で
、
競
技
・
審
査
・
運
営

全
般
に
わ
た
り
各
部
会
毎
に

審
議
を
行
い
、2
0
2
0（
令

和
2
）年
の
開
催
に
向
け
て
、

同
年
2
月
の
臨
時
総
会
で
大

会
概
要
の
報
告
が
可
能
と
な

る
よ
う
審
議
の
加
速
化
を
図

っ
て
い
く
。

<第
4
回
大
会
の
方
向
性
〉

①
第
1
回
・
2
回
・
3
回
大

会
検
証
を
も
と
に
、
第
4
回

大
会
方
向
性
の
企
画
・
決
定

（1）
「
一
般
の
部
」
に
お
け
る

各
工
組
選
手
1
名
出
場
、「
女

性
の
部
」
に
お
け
る
選
手
9

名
の
拡
大
に
対
応
し
た
会
場

選
定
、
お
よ
び
第
4
回
大
会

が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
な

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
会

場
の
決
定

（2）
選
手
数
拡
大
に
対
応
し
た

運
営
対
策
の
検
討
（
I
T
活

用
効
率
化
対
策
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
課
題
答
申

と
か
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
具

現
化
チ
ー
ム
は
、
そ
の

使
命
を
終
え
た
こ
と
に

よ
り
発
展
的
に
解
消
し

た
。

　

今
年
度
は
、
総
合
政

策
会
議
管
掌
の
3
つ
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
置
。
各
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
、
総
合

政
策
会
議
の
議
員
が
執

行
部
と
し
て
所
管
し
、

座
長
と
と
も
に
運
営
す

る
。

　

組
織
の
将
来
構
想
、

組
織
の
活
性
化
、
さ
ら

に
組
織
力
の
強
化
等
の

組

合

員

の

役

に

立

つ

事

業

を

展

開

安田 耕一 議長

総合政策会議
未来構想担当

嶋野 貞雄 委員長

技能競技委員会

吉村 保利 委員長

事業推進委員会

中島 啓介
未来構想WG座長

植草 宏介
組織強化WG座長

堀口 繁
財政強化WG座長

当
面
お
よ
び
将
来
に
向
け
た

課
題
解
決
に
向
け
各
委
員
会

へ
の
答
申
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
審
議

項
目

〔
未
来
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
〕

　

組
織
の
将
来
構
想
に
係
る

答
申
（
70
周
年
に
向
か
っ
て

の
組
織
体
制
・
事
業
体
制
を

各
工
組
の
期
待
に
応
え
る
た

め
の
答
申
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル

化
・
ス
マ
ー
ト
化
に
対
す
る

業
界
の
在
り
方
に
つ
い
て
技

術
的
観
点
か
ら
答
申
）

〔
組
織
強
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
〕

　

組
織
強
化
に
係
る
答
申

（
業
界
総
従
業
員
維
持
拡
大

対
策
答
申
（
ひ
と
り
親
方
支

援
対
策
）
お
よ
び
組
合
加
入

に
係
る
事
項
（
譲
渡
・
相
続

対
策
含
む
）

〔
財
政
強
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
〕

　

組
織
活
動
財
源
に
係
る
答

申
（
全
日
・
工
組
財
務
体
質

強
化
答
申
）

橋詰 源治 議員

財政強化担当

清原 三郎 議員

組織強化担当

　

総
合
政
策
会
議
の
重
要
性

に
鑑
み
、
今
年
度
か
ら
構
成

員
を
議
員
と
称
す
る
こ
と
と

決
定
し
た
。

　

2
0
1
7
（
平
成
29
）
年

度
・
2
0
1
8
（
平
成
30
）

年
度
事
業
と
し
て
、
総
合
政

策
会
議
の
諮
問
機
関
で
あ
る

近
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
・
青
年
部

提
言
書
項
目
の
審
議
・
活
動

を
目
的
と
し
た
「
ビ
ジ
ョ
ン

具
現
化
チ
ー
ム
」
は
、
本
年

2
月
の
人
材
確
保
・
育
成
に

係
る
具
現
化
策
の
最
終
報
告

を
実
施
し
た
。

　

具
現
化
策
の
全
国
展
開
に

向
け
た
準
備
が
完
了
し
た
こ
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注）次の方は認定講習を受講しなくても、住所地を所管する産業保安監督部へ直

接申請し、認定書の交付を受けることができます。

①第一種電気工事士試験合格者

② 第二種電気工事士免状交付後、電気に関する工事の実務経験が3年以上ある方

③ 電気主任技術者免状交付後、電気工作物の工事、 維持もしくは

　運用に関する実務経験が3年以上ある方

認定電気工事従事者認定講習

令和元年春の栄典 全
日
電
工
連
関
係
か
ら
永
野
氏
が
受
章

永
年
の
貢
献
を
称
え
る
　

経
済
産
業
省
の
令
和
元
年
春
の
褒
章
伝
達

式
が
、
5
月
30
日
に
経
済
産
業
省
の
講
堂
で

執
り
行
わ
れ
た
。

　

全
日
電
工
連
関
係
者
か
ら
は
、
商
務
情
報

政
策
局
・
産
業
保
安
グ
ル
ー
プ
の
推
薦
で
永

野
廣
勝
氏
（
熊
本
）
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
し

た
。

【
春
の
栄
典
受
章
者
】　　
　
　
　
（
敬
称
略
）

経
済
産
業
省
関
係

<黄
綬
褒
章
>

▽
永
野
廣
勝

熊
本
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
副
理
事
長

（
株
式
会
社
エ
レ
テ
ッ
ク
＝
代
表
取
締
役
）

　

電
気
工
事
議
員
連
盟
の
設

立
総
会
が
6
月
20
日
、
自
民

党
本
部
で
行
わ
れ
た
。

　

国
民
の
安
心
安
全
を
守
る

た
め
に
は
、
電
力
イ
ン
フ
ラ

全
体
を
支
え
る
設
備
、制
御
、

送
電
線
等
、
グ
リ
ッ
ド
の
基

盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
を
担
う

産
業
や
人
材
を
支
援
す
る
こ

と
が
急
が
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
高
度
情

報
化
、
高
齢
化
、
地
球
環
境

問
題
、
国
土
強
靭
化
・
防
災

対
策
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
中
、
そ
れ
ら
に

配
慮
し
た
電
気
設
備
工
事
な

ど
、
新
し
い
需
要
へ
の
対
応

の
必
要
性
も
急
激
に
増
し
て

お
り
、
電
気
工
事
の
分
野
も

一
変
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
欧
米
・
中
国
で
は

超
伝
導
送
電
線
事
業
等
の
開

発
が
進
み
、
電
線
の
み
な
ら

ず
、
グ
リ
ッ
ド
全
体
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で
き
る

技
術
者
の
確
保
・
育
成
と
施

工
品
質
の
向
上
も
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
電
気

工
事
関
連
業
者
が
国
の
内
外

に
お
け
る
急
激
で
多
様
な
変

革
に
対
応
す
る
た
め
に
、
柔

軟
に
対
応
で
き
る
施
策
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
電
気
工
事
関
連
産
業

の
振
興
を
行
う
施
策
を
実
現

イ
ン
フ
ラ
を
担
う
産
業
や
人
材
を
支
援

す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
電

気
工
事
議
員
連

盟
を
設
立
し
た
。

　

同
連
盟
の
会

長
は
、
発
起
人

代
表
の
西
村
康

稔
衆
議
院
議
員

（
内
閣
官
房
副

長
官
）が
就
任
。

当
面
の
テ
ー
マ

と
し
て
、①
人
材
の
確
保（
働

き
方
改
革
へ
の
対
応
、
労
働

条
件
の
改
善
、
外
国
人
人
材

の
可
能
性
）
②
生
産
性
向
上

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
③
資
材

調
達
の
あ
り
方
④
海
外
進
出

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

　

設
立
総
会
に
は
、
全
日
電

工
連
政
治
連
盟
か
ら
米
沢
会

長
を
は
じ
め
10
名
が
出
席
。

　

省
庁
関
係
か
ら
は
経
済
産

業
省
大
臣
官
房
技
術
総
括
・

保
安
審
議
官
、
同
産
業
保
安

グ
ル
ー
プ
電
力
安
全
課
長
、

同
電
力
安
全
室
長
、
国
土
交

通
省
土
地
・
建
設
産
業
局　

建
設
市
場
整
備
課
長
が
出
席

し
て
、
全
日
電
工
連
政
治
連

盟
か
ら
の
要
望
等
に
つ
い
て

質
疑
応
答
・
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

電
気
工
事
議
員
連
盟
設
立
総
会
を
開
催

2 0 1 9 年度（ R 1 年度）下期認定講習　開催計画表

地　区 開催工組 開催予定都市 受講予定人数 会場数

北海道 北海道 札幌市 160 1

東　北

岩手県 盛岡市 70 1

宮城県 仙台市 170 1

新潟県 新潟市 160 1

関　東

栃木県 宇都宮市 90 1

群馬県 前橋市 80 1

埼玉県 さいたま市 160 1

千葉県 千葉市 170 1

東京都 23区内 他 870 6

神奈川県 横浜市 210 2

静岡東部 沼津市 50 1

中　部

静岡県 静岡市 90 1

愛知県 名古屋市 300 2

長野県 長野市 50 1

三重県 津市 40 1

北　陸 富山県 富山市 70 1

関　西
京都府 京都市 100 1

大阪府 大阪市 570 5

中　国

岡山県 岡山市 90 1

広島県 広島市 130 1

鳥取県 鳥取市 50 1

四　国 愛媛県 松山市 100 1

九　州

福岡県 福岡市 220 2

長崎県 長崎市 30 1

熊本県 熊本市 70 1

鹿児島県 鹿児島市 90 1

沖　縄 沖縄県 那覇市 30 1

計 4,220 39

　全日電工連は、組合員の技術技能レベルアップならびに業務拡大の
一環として、更には電気工事品質向上、第三者損害賠償保険適用等の
観点から「認定電気工事従事者」の資格保有者を増加させる方針で、
認定講習の積極的な受講を勧めています。
　今年度も、施工品質の確保、法令遵守の観点から「認定電気工事従
事者」の資格保有者を増加させる方針で、継続して認定講習の開催を
展開します。
　開催計画表に記載の「開催予定都市」「受講予定人数」「会場数」は、
変更になる可能性がありますことをあらかじめご了承ください。詳細
が決まりましたら改めてお知らせいたします。

第二種電気工事士又は電気主任技術者の資格を持っている

方が、さらに「認定電気工事従事者認定証」を取得すると、

高圧で受電する工場ビルなどの自家用電気工作物（最大電

力500kW未満の需要設備）の600Ｖ以下の電気工事（簡易

電気工事）を行うことができます。

2020（令和 2）年 3月に開催予定
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地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

函館 10月 2 日 水 104901
フォーポイントバイ
シェラトン函館 北海道電気工事業工業組合

℡011-261-0420
札幌 10月 4 日 金 103907 北海道電気会館 6 階

東
北

青森 10月29日 火 111904
青森県火災共済会館
6階 大会議室

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

宮城
10月20日 日 113906 東京エレクトロンホール宮城

6階
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-267610月24日 木 113907

秋田 10月29日 火 114904 秋田市文化会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

山形 10月25日 金 115903
山形国際交流プラザ（山形ビ
ッグウイング） 4階 中会議室

山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島
10月 8 日 火 116905

いわき新舞子ハイツ
多目的ホール 福島県電気工事工業組合

℡024-535-0477
10月23日 水 116906

ビッグパレットふくしま
3階 中会議室

新潟 10月24日 木 117905
燕三条地場産業振興センター
メッセピア 5 階 総合研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城 10月 9 日 水 121905
茨城県立県民文化センター
分館 2 階 集会室10号

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

栃木
10月20日 日 122906

護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-193110月31日 木 122907

群馬 10月 8 日 火 123903 前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

千葉

10月 3 日 木 125907

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

10月 8 日 火 125908

10月16日 水 125909

10月20日 日 125910

10月25日 金 125911

神奈川

10月 1 日 火 127918 神奈川県電気工事会館 3 階

神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

10月 6 日 日 127919
厚木商工会議所
5階 501号室（大会議室）

10月24日 木 127920
神奈川県電気工事会館 3 階

10月30日 水 127921

中
部

静岡 10月11日 金 133907
アクトシティ浜松コングレス
センター 4 階 43・44会議室

静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

三重
10月 3 日 木 135903

三重電気会館 2 階 大会議室
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-486210月20日 日 135904

北
陸

富山
10月 2 日 水 141905 富山県中小企業研修センター

2階 大ホール
富山県電気工事工業組合
℡076-471-755110月10日 木 141906

福井 10月31日 木 143905 福井商工会議所
福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

京都 10月 1 日 火 152904
京都テルサ東館
3階 大会議室

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪
10月14日 月 153911 大阪府社会福祉会館 大阪府電気工事工業組合

℡06-6371-614710月22日 火 153912 大阪府電気工事技術会館 6 階

中
国

島根 10月25日 金 162904
島根県立島根県民会館
3階 大会議室

島根県電気工事工業組合
℡0852-21-7433

岡山 10月 4 日 金 163904 岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

広島 10月 2 日 水 164904
広島県情報プラザ
（多目的ホール）

広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

九
州

福岡
10月 2 日 水 181909

福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-774710月30日 水 181910

佐賀 10月 7 日 月 182904
佐賀市文化会館
（ 1階 イベントホール）

佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

大分
10月 4 日 金 185903 大分県教育会館

1階 多目的ホール
大分県電気工事業工業組合
℡097-568-214610月29日 火 185904

鹿児島 10月 2 日 水 187904 鹿児島県市町村自治会館
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

沖縄 10月 2 日 水 191903
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2019年10月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

帯広 9月 4日 水 106902
北海道立
帯広高等技術専門学院

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

青森 9月11日 水 111903 ユートリー 8 階 中ホール
青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

新潟 9月 4日 水 117904
新潟ユニゾンプラザ
4階 大研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東 神奈川

9月19日 木 127914

神奈川県電気工事会館 3 階
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

9 月20日 金 127915

9 月25日 水 127916

9 月27日 金 127917

中
部

長野
9月 3日 火 131904

松筑建設会館
3階 大会議室 長野県電気工事業工業組合

℡026-232-4675
9 月20日 金 131905

長野地域職業訓練センター
2階 視聴覚教室

愛知

9月 3日 火 134908
名古屋国際会議場
会議室 431・432

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

9 月10日 火 134909

9 月26日 木 134910

2019年9月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 8月 8日 木 103906 北海道電気会館 6 階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

岩手 8月30日 金 112903
釜石市民ホール TETTO
1 階 ホールＢ

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

宮城 8月 9日 金 113905
東京エレクトロンホール宮城
6階

宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

秋田 8月27日 火 114903 秋田市文化会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

関
東

栃木
8月 7日 水 122904

護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-19318 月 8 日 木 122905

群馬 8月 6日 火 123902 前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉

8月 7日 水 124906

埼玉電気会館 5 階
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

8 月21日 水 124907

8 月30日 金 124908

千葉

8月 6日 火 125904

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

8 月14日 水 125905

8 月20日 火 125906

東京

8月 1日 木 126912
全日電工連会館 4 階

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

8 月 8 日 木 126913

8 月21日 水 126914 全国家電会館 5 階

8 月21日 水 126915
府中の森芸術劇場
2階 平成の間

山梨 8月 6日 火 128903 山梨県電気会館 2 階
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

岐阜
8月13日 火 132905 ＯＫＢふれあい会館 3 階

岐阜県電気工事業工業組合
℡058-263-2207

8 月22日 木 132906 ワークプラザ岐阜

静岡 8月21日 水 133906 サーラシティ浜松 3 階
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

三重 8月 7日 水 135902 三重電気会館 2 階 大会議室
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

北
陸

富山 8月22日 木 141904
富山県中小企業研修センター
2階 大ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

福井 8月30日 金 143903 福井商工会議所
福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

京都 8月 6日 火 152902
京都テルサ
東館 3 階 大会議室

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪

8月 2日 金 153908

大阪府電気工事技術会館 6 階
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

8 月 8 日 木 153909

8 月21日 水 153910

兵庫
8月 1日 木 154904

兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-39038 月27日 火 154905

中
国

鳥取 8月22日 木 161902
とりぎん文化会館
1階 第 1 会議室

鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

広島
8月 2日 金 164902 広島県情報プラザ

（多目的ホール）
広島県電気工事工業組合
℡082-241-17318 月28日 水 164903

四
国 愛媛

8月 1日 木 173901 ゴールドビル味酒 2 階
愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

8 月 9 日 金 173902 えひめ南ＪＡ会館 5 階

九
州

佐賀 8月19日 月 182903
佐賀市文化会館
（ 3階 大会議室）

佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 8月 6日 火 183904 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

鹿児島 8 月30日 金 187903 奄美観光ホテル
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

2019年8月

第一種電気工事士定期講習     
―――――　　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

2019年 8 月～2019年10月
所属工組の講習を受講しよう！

※全日本電気工事業組合連合会と各都道府県電気工事（業）工業組合

は、指定講習機関第1号一般財団法人電気工事技術講習センターの実

施協力団体として第一種電気工事士定期講習を実施しております！

指定講習機関第1号　一般財団法人電気工事技術講習センター

（以下、講習センター）に登録していただいた方には、受講期限

を超えないように、みなさまの受講期限に「講習のご案内」をい

たします。講習センターからの「講習のご案内」により受講いた

だきますようお願いいたします。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

「講習のご案内」が届きましたら各都道府県電気工事（業）工業組

合が実施している第一種電気工事士定期講習を「受講」いただき

ますようお願いします。

※全国どこの会場でも受講することができます。

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
陸 福井 9月27日 金 143904 福井商工会議所

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

滋賀
9月11日 水 151902 コラボしが21

3 階 大会議室
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-20699 月25日 水 151903

京都 9月 5日 木 152903
舞鶴市西地区多機能施設 4 階
（旧称：舞鶴勤労者福祉会館）

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

和歌山 9 月11日 水 156903
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3292

四
国

徳島 9月18日 水 171902
徳島県JA会館
（別館 2 階 大ホール）

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

愛媛 9月13日 金 173903
西条市総合文化会館
1階 小ホール

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

高知 9月 4日 水 174903 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州
・
沖
縄

福岡 9月 5日 木 181908 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

宮崎 9月12日 木 186903
延岡市職業訓練支援センター
301 大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

石垣 9月11日 水 193901
株式会社紫電舎
多目的ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2019年9月



第603号 2019年（令和元年）7月1日全 日 電 工 連 （10）

105-0014 2-9-11 1F
TEL…03 5232 5867 FAX…03 5442 2758

㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
ア イ ト ス ㈱
ア イ ホ ン ㈱
ア サ ダ ㈱
因 幡 電 機 産 業 ㈱
㈱ エ ス ケ イ 工 機
㈱ 遠 藤 照 明
㈱ カ ワ グ チ
河 村 電 器 産 業 ㈱
共 立 電 気 計 器 ㈱
㈱ シ ー エ ス エ ー
㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ
㈱ ダ イ テ ッ ク
タ キ ゲ ン 製 造 ㈱
Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱
東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
内 外 電 機 ㈱
㈱ 西 田 製 作 所
ニ チ コ ン ㈱
㈱ ニ チ フ
日 東 工 業 ㈱
日 本 電 機 産 業 ㈱
ネ グ ロ ス 電 工 ㈱
パナソニック㈱ライフソリューションズ社
日 置 電 機 ㈱
㈱ ホ タ ル ク ス
マ サ ル 工 業 ㈱
マ ス プ ロ 電 工 ㈱
三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＩＴ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損害保険ジャパン日本興亜 ㈱

住 友 生 命 保 険　(相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス

全 日 電 工 連 協 賛 会 社

優良製品・商品をご使用下さい！

協賛会社商品紹介§ § § §



第603号 2019年（令和元年）7月1日全 日 電 工 連（11）

得 意

満 面

〔第92回〕

今回は岩手県電気工事業工業組合

平野喜嗣理事長です。

『
岩
手
に
来
た
ら
盛
岡
三
大
麺
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
』岩
手
県　

平
野
喜
嗣

　

岩
手
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
味
も
食
べ
方
も
違
う
盛
岡
三
大
麺

と
言
わ
れ
る
「
わ
ん
こ
そ
ば
」、「
盛
岡
冷
麺
」、「
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
わ
ん
こ
そ
ば
」
は
、
祖
先
か
ら
伝
わ
る
蕎
麦
を
振
る
舞
う
「
お
も
て

な
し
の
心
」
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
地
独
特
の
伝
統
食
文
化
で
す
。
一
口
大

に
小
分
け
し
た
お
蕎
麦
を
「
い
く
ら
」、「
刺
身
」、「
な
め
こ
お
ろ
し
」
等

様
々
な
薬
味
と
と
も
に
頂
き
ま
す
。
お
蕎
麦
の
量
は
、
お
店
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
15
杯
前
後
で
通
常
の
も
り
そ
ば
1
杯
分
で
す
。
自
分
の
お

椀
に
蓋
を
す
る
ま
で
お
給
仕
さ
ん
は
、
椀
に
そ
ば
を
入
れ
続
け
ま
す
。
盛

岡
な
ら
で
は
の
「
わ
ん
こ
そ
ば
」
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　
「
盛
岡
冷
麺
」
は
、
朝
鮮
半
島
北
部
出
身
の
青
木
輝
人
さ
ん
が
、
故
郷

の
冷
麺
に
改
良
を
加
え
て
製
造
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

麦
粉
と
片
栗
粉
で
作
る
腰
の
あ
る
半
透
明
の
麺
が
特
徴
で
独
特
の
歯
触
り
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
プ
は
、
牛
骨
・

盛岡じゃじゃ麺 わんこそば

鳥
肉
等
を
煮
込
ん
で
味
付
け
さ
れ
て
お
り
、
冷
た
い
ス
ー
プ
は
う
ま
み
が
凝
縮
さ
れ
コ
ク
も
十

分
、キ
ム
チ
の
辛
さ
と
相
性
ピ
ッ
タ
リ
。
ゆ
で
玉
子
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
等
季
節
の
果
物
な
ど
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「
盛
岡
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
」は
、も
と
も
と
中
国
料
理
で
、

中
国
北
東
部
の
麺
を
参
考
に
、
白
籠
の
高
階
貴
勝
さ

ん
が
屋
台
か
ら
始
め
た
麺
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
う

ど
ん
状
の
平
麺
の
上
に
炒
め
た
肉
味
噌
と
刻
ん
だ
長

ネ
ギ
、
キ
ュ
ウ
リ
を
の
せ
、
好
み
に
合
わ
せ
て
酢
、

ニ
ン
ニ
ク
、ラ
ー
油
等
を
混
ぜ
て
食
べ
ま
す
。
な
お
、

麺
を
食
し
た
お
皿
に
卵
を
溶
い
て
、「
鳥
卵
湯
（
チ

ー
タ
ン
タ
ン
)」
を
注
文
し
、
玉
子
ス
ー
プ
を
味
わ
う

の
が
通
の
頂
き
方
と
さ
れ
、
回
数
を
重
ね
る
ほ
ど
に

ク
セ
に
な
る
味
わ
い
で
す
。

見舞金

【栃木】 さくら市 細川電気 細川祥三様 入院見舞

【宮崎】 都城市 ㈲愛丞総合家電 吉永愛吉様 入院見舞

【京都】 相楽郡 京和あずま㈱ 東周作様 火災全半焼

【香川】 観音寺市 シンド電気店 三好重俊様 火災全半焼

弔慰金　▶病死・その他
【北海道】 函館市 ㈱カドック  男澤泰郎様 68

【青森】 北津軽郡 ㈲齋藤住設  齋藤博昭様 74

【青森】 上北郡 ㈲北部電工  新堀治久様 73

【秋田】 湯沢市 佐藤電気  佐藤健一様 76

【山形】 山形市 藤田電機工業㈱  藤田哲子様 76

【福島】 西白河郡 ㈲末広電機  高久末広様 70

【栃木】 真岡市 ㈱アクツ電気  阿久津宗様 72

【栃木】 栃木市 伊藤電機㈱  伊藤紘八様 76

【埼玉】 さいたま市 ㈱マルチメディアシステム 駒井秀雄様 71

盛岡冷麺

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

石
川
県
電
工
組

　

福
岡
県
電
気
工
事
業
工
業
組

合
（
花
元
英
彰
理
事
長
）
は
5

月
25
日
、
福
岡
市
の
電
気
工
事

会
館
で
10
ｋ
ｗ
未
満
太
陽
光
発

電
検
査
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

現
状
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
設
置
・
施

工
し
た
業
者
が
そ
の
ま
ま
請
け

負
う
傾
向
が
強
く
、
電
気
工
事

士
等
の
資
格
を
持
つ
専
門
的
な

事
業
者
が
対
応
し
て
い
な
い
場

合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
改

正
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
に
よ
る
保
守
点
検

義
務
に
対
し
、
特
に
10
ｋ
Ｗ
未

満
の
発
電
設
備
は
法
点
検
の
規

制
整
備
が
追
い
つ
い
て
お
ら

ず
、
点
検
技
術
者
の
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

79
人
が
受
賞

　

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合

（
米
沢
寛
理
事
長
）
は
5
月
24

日
、
金
沢
市
内
の
電
工
組
会
館

で
第
57
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

を
開
催
し
た
。

　

組
合
員
企
業
の
勤
続
10
年
以

上
の
社
員
が
対
象
で
79
人
が
受

賞
。
勤
続
年
数
に
応
じ
て
、
石

川
県
知
事
賞
、
石
川
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
会
長
賞
、
石
川

県
電
気
工
事
工
業
組
合
理
事
長

賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
米
沢
理
事
長

は
、「
一
人
ひ
と
り
の
活
躍
が

地
域
に
対
す
る
電
気
工
事
業
界

の
意
義
と
存
在
価
値
を
高
め
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
国
民
生

活
や
企
業
活
動
の
基
盤
で
あ
る

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る
。
社

会
貢
献
を
実
感
で
き
る
職
種
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
欲

し
い
」
と
受
賞
者
に
謝
辞
を
述

べ
た
。

　

県
知
事
賞
を
授
与
し
た

谷
本
正
憲
石
川
県
知
事

は
、来
賓
あ
い
さ
つ
で「
災

害
時
に
は
何
よ
り
も
電
気

の
復
旧
が
最
優
先
さ
れ
る

べ
き
で
、
被
災
者
の
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
が
大
事

だ
。
そ
の
た
め
に
も
皆
さ

ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
全
力

で
復
旧
に
あ
た
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

ま
た
、
全
日
電
工
連
創
立

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
全
九
電
協
で
は
組
合
員
企

業
の
事
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
と
の
考
え
か
ら
、
昨
年
12

月
に
「
10
ｋ
ｗ
未
満
の
太
陽
光

発
電
設
備
」
の
「
保
守
点
検
等
」

に
特
化
し
た
内
容
の
講
習
を
日

本
太
陽
光
発
電
検
査
技
術
協
会

60
周
年
記
念
・
第
33
回
電
気
工

事
業
全
国
大
会
が
10
月
に
金
沢

市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
「
県
民
を
あ
げ
て
、
お
も
て

な
し
の
心
で
お
出
迎
え
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

10
ｋ
ｗ
未
満
太
陽
光
発
電
検
査
セ
ミ
ナ
ー

福
岡
県
電
工
組

点
検
技
術
者
の
養
成
へ

谷本知事から表彰される受賞者座学と技術講習を実施

【埼玉】 さいたま市 ㈱サクラ電気  針ヶ谷昭様 82

【埼玉】 さいたま市 内田電設㈱  内田彦一様 88

【埼玉】 東松山市 小林電設  小林利治様 72

【埼玉】 行田市 ㈲石井電気商会  石井一紀様 61

【神奈川】 川崎市 ㈲斎藤電業社  斎藤昇様 87

【神奈川】 横浜市 大石電気  大石武様 82

【神奈川】 座間市 ㈱誠電社  竹村大吉様 74

【神奈川】 足柄下郡 ㈱三和商会  浅田真隆様 71

【三重】 桑名市 伊藤電気㈱  伊藤宏夫様 82

【広島】 広島市 ㈲ツチイ電気工業  井上正已様 60

【香川】 高松市 ㈲共和電機工業所  大河邦章様 59

【香川】 仲多度郡 ㈲豊原電機  秋田巧様 69

【福岡】 北九州市 ㈱昭電工事エンジニアリング 山本孝様 88

【福岡】 古賀市 木村電業社  木村義文様 66

【福岡】 田川郡 内山電設㈲  内山等様 79

【熊本】 阿蘇市 宮岡電気工事店  宮岡信義様 73

題
点
や
多
発
す
る
事
故
な
ど
業

界
の
背
景
を
紹
介
。
続
け
て
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
単
体
構
成
や
電
気

的
な
部
分
に
特
化
し
た
不
具
合

事
例
、
測
定
機
器
紹
介
な
ど
の

技
術
講
習
を
約
3
時
間
に
わ
た

り
実
施
し
た
。

（
以
下
、
Ｊ

－

Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）

と
協
同
で
計
画
開
催
し
た

こ
と
に
続
き
、
事
業
化
が

期
待
さ
れ
る
10
ｋ
Ｗ
未
満

の
太
陽
光
発
電
設
備
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
特
化
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
福
岡
県
電
工
組

で
開
催
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ

－

Ｐ
Ｉ
Ｔ

Ａ
の
伊
達
博
理
事
・
技
術

顧
問
（
工
学
博
士
）
と
同

・
出
口
雅
大
理
事
を
招
き
、

始
め
に
業
界
の
抱
え
る
問
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全
国
青
年
部
協
議
会
は
6

月
5
日
、
全
日
電
工
連
会
館

で
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

青
年
部
の
現
理
事
が
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
理
事
会

で
は
、
新
理
事
予
定
者
に
青

年
部
組
織
と
事
業
に
つ
い

て
、
重
点
事
項
や
引
き
継
ぎ

事
項
を
含
む
2
0
1
7
年
度

・
2
0
1
8
年
度
の
事
業
な

ど
を
報
告
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
所
管
事
項
の
ほ

か
、
青
年
部
会
員
大
会
、
電

気
工
事
業
全
国
大
会
・
電
気

工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
な

ど
に
つ
い
て
申
し
送
り
を
行

っ
た
。

【
事
業
報
告
】

★
業
界
・
組
織
の
活
性
化

　

お
よ
び
強
化
対
策

① 

「
提
言
書
2
0
1
6
」
を

具
現
化
す
る
事
業
の
全
国

的
な
実
施
推
進 

　

提
言
書
2
0
1
6
の
周
知

徹
底
年
度
と
し
て
、
評
議
員

会
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
大

会
等
で
提
言
書
ア
カ
デ
ミ
ー

・
研
修
会
を
実
施
し
、
提
言

内
容
を
明
確
に
し
て
き
た
。

　

継
続
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
と

提
言
書
で
提
唱
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
全
国
単
位
、
各

地
域
単
位
で
親
会
・
事
務
局

と
協
調
し
具
現
化
を
推
進
し

て
い
く
。

② 
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業

の
継
続
実
施 

　

業
界
理
解
促
進
交
流
事
業

の
成
果
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
青
年
部
が
把

握
し
た
範
囲
に
お
い
て
、
事

業
開
始
の
2
0
1
4
年
か
ら

の
実
績
で
事
業
対
象
生
徒
数

約
1 

5
、
0
0
0
名
の
う
ち

約
2
0
0
名
が
入
職
し
た
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
特

に
2
0
1
7
年
は
65
名
の
入

職
が
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。

　

次
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、

「
認
知
」
に
よ
り
業
界
に
入

っ
て
き
て
く
れ
た
若
者
を

「
定
着
」
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
企
業
一
社
一
社
が
雇

用
環
境
改
善
等
の
見
識
も
深

め
る
取
り
組
み
を
今
後
は
展

開
し
て
い
く
。

③ 

女
性
活
躍
推
進
事
業
の
実

施
推
進 

　

第
3
回
全
国
青
年
部
会
員

大
会
に
11
名
の
女
性
業
界
従

事
者
が
参
加
し
、
業
界
に
対

し
て
の
熱
い
想
い
や
、
女
性

目
線
で
の
改
善
点
な
ど
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
非
常
に

盛
況
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

次
年
度
以
降
は
、
工
組
青

年
部
に
更
な
る
事
業
実
施
に

向
け
て
呼
び
か
け
を
行
う
と

青年部理事と新理事予定者

未来のリーダー像についてのアカデミー

い
中
、
今
任
期
も
初
め
に
重

点
的
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
非

常
に
意
義
が
あ
っ
た
。

⑥ 

行
政
•
異
業
種
団
体
と
の

業
界
発
展
•
業
界
変
革
を

目
的
と
す
る
交
流
の
強
化 

　

第
1
回
目
と
な
る
国
土
交

通
省
担
当
職
員
と
の
意
見
交

換
会
を
2
0
1
8
（
平
成

30
）
年
に
実
施
。

　

続
い
て
第
3
回
目
と
な
る

経
済
産
業
省
担
当
職
員
と
の

意
見
交
換
会
を
2
0
1
9

（
平
成
31
）
年
2
月
に
実
施

し
た
。

と
も
に
、
発
刊
さ
れ
た
「
女

性
活
躍
応
援
ブ
ッ
ク
」
も
活

用
し
、
親
会
・
青
年
部
で
協

調
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

④ 

更
な
る
進
化
を
遂
げ
る
第

3
回
全
国
青
年
部
会
員
大

会
の
実
施 

　

第
3
回
全
国
青
年
部
会
員

大
会
を
2
0
1
8
（
平
成

30
）
年
12
月
1
日
、
関
係
各

位
の
ご
協
力
に
よ
り
参
加
者

総
数
6
5
7
名
を
集
め
開

催
。
当
日
は
、
全
国
青
年
部

協
議
会
創
立
20
周
年
式
典
も

実
施
し
た
。

　

全
国
青
年
部
会
員
大
会

は
、
全
国
青
年
部
員
の
交
流

の
場
の
重
要
性
、
意
識
の
統

一
の
場
と
し
て
の
必
要
性

等
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
よ

り
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

⑤ 

ア
カ
デ
ミ
ー
の
実
施
推
進

•
継
続

　

評
議
員
会
で
実
施
し
た
ア

カ
デ
ミ
ー
は
、
2
0
1
7
年

度
は
組
合
・
青
年
部
歴
史
勉

強
会
、
提
言
書
勉
強
会
、
事

業
承
継
勉
強
会
を
内
部
講
師

に
よ
り
実
施
。
2
0
1
8
年

度
は
全
日
電
工
連
の
沼
尻
芳

治
副
会
長
に
講
師
を
務
め
て

い
た
だ
き
組
合
・
経
営
者
リ

ー
ダ
ー
像
勉
強
会
を
実
施
し

た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
で
特

に
重
視
す
べ
き
は
、
組
合
・

業
界
の
歴
史
を
勉
強
す
る
こ

と
で
あ
り
、
1
期
2
年
で
交

代
す
る
青
年
部
代
表
者
が
多

　

今
後
、
両
省

庁
と
青
年
部
の

三
者
で
の
交
流

も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
活
動
を

検
討
し
て
い
く
。

　

多
方
面
と
の

交
流
を
行
う
こ

と
で
、
電
気
工

事
業
界
内
の
問

題
点
に
対
し
拡

が
り
の
あ
る

「
面
」
と
し
て

の
課
題
解
決
へ

の
道
を
拓
く
こ

と
が
で
き
る
と

青
年
部
会
員
大
会
（
上
）
で
は
女
性
の
意
見
交
換
を
実
施

考
え
て
い
る
。

★
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に

　

向
け
た
取
り
組
み

⑦ 

情
報
伝
達
•
管
理
に
係
る

シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
進
化

　

グ
ー
グ
ル
ド
ラ
イ
ブ
を
活

用
し
た
情
報
伝
達
・
共
有
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
各
地
の
青

年
部
事
業
の
報
告
と
情
報
共

有
が
加
速
度
的
に
効
率
化
・

水
平
展
開
の
促
進
が
な
さ
れ

た
。

　

こ
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

は
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
工
組

新
理
事
予
定
者
へ
引
き
継
ぎ

事
業
報
告
や
方
針
確
認

事
業
報
告
や
方
針
確
認

青年部

理事会

・
支
部
青
年
部
単
位
で
も
運

用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
全

国
的
な
情
報
共
有
の
基
盤
強

化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

⑧ 

事
業
報
告
書
の
統
一
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
に
よ
る
報
告
シ

ス
テ
ム
の
周
知
徹
底

　

全
国
青
年
部
協
議
会
で
推

奨
す
る
統
一
報
告
書
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
使
用
を
ル
ー
ル
化

し
て
お
り
、
各
工
組
青
年
部

で
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
工
組
青
年
部
で

行
わ
れ
た
事
業
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
と
親
会
に
定

例
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
た
。

⑨ 

業
界
•
組
合
の
P
R
に
係

る
情
報
発
信
強
化

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
通

じ
て
の
情
報
発
信
に
よ
り
、

多
く
の
仲
間
や
業
界
内
外
の

方
々
に
我
々
の
存
在
や
そ
の

活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
っ
た
。

　

ま
た
「
機
関
紙
全
日
電
工

連
」、
オ
ー
ム
社
「
電
気
と

工
事
」、
他
媒
体
へ
の
記
事

掲
載
に
よ
る
継
続
的
な
Ｐ
Ｒ

も
実
施
し
た
。

【
2
0
1
9
年
度
事
業
計
画
】

　

青
年
部
協
議
会
の
歴
史
と

功
績
を
継
承
し
つ
つ
更
に
前

へ
と
進
め
、
よ
り
良
い
形
で

次
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
た

め
、
今
期
の
方
針
を
『
Ｎ
ｅ

ｘ
ｔ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
〜

新
た
な
時
代
に
向
け
躍
動
す

る
青
年
部
〜
』
と
定
め
た
。

★
業
界
へ
の
定
着
〜
組
織
の

　

活
性
化
・
強
化
対
策
〜

① 

「
提
言
書
2
0
1
6
」
の

周
知
継
続
•
具
現
化
推
進

② 

人
材
「
定
着
」
に
向
け
た

業
界
理
解
促
進
事
業
の
推

進
(雇
用
環
境
改
善
&
魅

力
向
上
)

③ 

女
性
活
躍
推
進
事
業
の
実

施
推
進
(青
年
部
会
員
の

意
識
向
上
）

④ 

組
合
員
関
係
者
•
青
年
部

会
員
が
講
師
を
務
め
る

「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
実
施

推
進

⑤ 

行
政
機
関
担
当
職
員
と
の

交
流
お
よ
び
「
工
•
製
•

販
」
業
界
交
流
の
強
化

　

(異
業
種
団
体
と
の
交
流
)

★
業
界
の
認
知
〜
新
た
な
る

　

情
報
発
信
ツ
ー
ル
・
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
〜

⑥ 

情
報
伝
達
•
管
理
に
係
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
強
化

⑦ 

統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ

る
事
業
報
告
書
の
作
成
•

報
告
シ
ス
テ
ム
の
確
立

⑧ 

「
認
知
」
向
上
•
業
界
P

R
に
係
る
情
報
発
信
強

化
、

新
た
な
る
情
報
発

信
ツ
ー
ル
の
検
討

⑨ 

第
4
回
全
国
青
年
部
会
員

大
会
の
実
施
に
向
け
た
検

討
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〜
創
立

周
年
を
迎
え
〜

全日電工連第９６回 通常総会
特別号

第
98
回
通
常
総
会
に
あ
た
り
、
関
係

の
皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
格
別
な
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
両
国
国
技
館
に
お

い
て
「
目
指
せ
【
頂
点
】
燃
や
せ
熱
き

魂

競
え
極
限
の
技
」
を
大
会
テ
ー
マ

に
第
3
回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
を
一
般
の
部
30
名
・
女
性
の
部
5
名
、

高
校
生
の
部
9
名
の
選
手
に
参
加
い
た

だ
き
成
功
裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
技
能
競

技
大
会
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
選
手
を

は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
大

会
の
関
心
と
期
待
、
さ
ら
に
は
業
界
全

体
に
対
す
る
理
解
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
と
は
喜
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
を

機
に
技
能
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
電
気

工
事
業
界
の
振
興
・
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

２
・
オ
リ
パ
ラ
効
果
に
よ
る
首
都
圏

　
　

の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ン

　
　

バ
ウ
ン
ド
需
要　

３
・
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
減

　

災
投
資

４
・
地
球
温
暖
化
抑
制
の
た
め
の　

　
　

２
０
３
０
年
を
目
途
と
す
る
照
明

　
　

器
具
の
全
面
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化　

５
・
安
全
安
心
対
策
設
備

等
に
よ
り
、
安
定
し
た
環
境
が
さ
ら
に

続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

折
か
ら
電
気
工
事
業
界
は
政
府
の
ス

マ
ー
ト
社
会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
）

や
デ
ジ
タ
ル
革
新
の
具
現
化
に
よ
り
追

い
風
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

や
社
会
の
常
套
に
な
り
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｉ

で
分
析
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
使
っ
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、
一
般
住
宅
で
も

ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
電
気
の
使
い
方
が

よ
り
求
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

技
術
革
新
・
産
業
構
造
の
変
化
が
急
速

に
進
む
な
か
従
来
の
考
え
で
は
対
応
で

き
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
経
営
形
態
・

営
業
形
態
、
さ
ら
に
は
働
き
方
改
革
に

沿
っ
た
雇
用
環
境
等
を
基
本
的
に
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
営
者
自
ら
が
意
識
改
革
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
自
ら
が
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
重
要
で
あ

り
大
き
な
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
環
境
の
な
か
、
私
た
ち
電

気
工
事
業
の
今
後
の
進
む
べ
き
道
を
考

え
る
と
き
、「
地
域
が
元
気
だ
か
ら
企

業
も
元
気
」
の
考
え
の
も
と
、　

①

業
界
づ
く
り

方
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
石
川
県
金
沢
市
に
お

い
て
「
全
日
電
工
連
創
立
60
周
年
記
念

第
33
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
」
を
10

月
17
日
に
開
催
致
し
ま
す
。
大
会
サ
ブ

テ
ー
マ
「
知
ろ
う
」「
語
ろ
う
」「
伝
え

よ
う
」
の
も
と
、
全
日
電
工
連
60
年
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
将
来
に

向
け
組
合
員
自
ら
が
業
界
を
再
発
見
し

未
来
を
語
り
、
広
く
地
域
の
皆
様
や
若

年
者
に
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
大
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非

大
勢
の
ご
参
加
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま

す
。つ

ぎ
に
近
年
、
我
が
国
経
済
は
平
成

24
年（
２
０
１
２
）12
月
を
起
点
に
緩
や

か
な
回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
が
、
海
外

経
済
の
影
響
に
よ
り
危
う
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
は
ご
高
承
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。
労
働
市
場
は
相
変
わ
ら
ず
人

手
不
足
で
あ
り
、
電
気
工
事
業
界
に
お

い
て
も「
認
知
活
動
」・「
入
職
者
対
策
」・

「
定
着
〜
戦
力
化
対
策
」
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
面
は
、

１
・
政
府
の
成
長
戦
略
で
あ
る
デ
ジ

　
　

タ
ル
社
会
構
築　

②

人
づ
く
り

③

仕
事
づ
く
り

を
念
頭
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
組
合
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

全
日
電
工
連
は
、
役
に
立
つ
連
合
会
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
組
合
員
知
見
拡
充
の
支
援

策
の
一
環
と
し
て
経
営
革
新
・
人
材
確
保

育
成
・
技
術
高
度
化
対
策
の
た
め
に
小
冊

子
を
発
刊
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

組
合
員
へ
の
情
報
提
供
事
業
策
と
し
て

「
各
種
事
業
展
開
事
例
集
」
を
発
刊
、
皆

様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
広

く
ご
活
用
願
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
年
度
の
重
点
事
業
の
一

つ
に
「
電
気
工
事
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
」
の
全
国
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

街
の
電
気
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
よ
り
ク

リ
ー
ン
な
業
界
を
目
指
し
「
全
日
電
工
連

の
組
合
員
企
業
な
ら
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
企
業
で
あ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
よ

り
一
層
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
も
重
点
順
位
を
決
め
一
つ

ひ
と
つ
を
し
っ
か
り
と
実
行
に
移
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
指
す
方
向
は

『
お
客
様
目
線
で

進
取
の
業
界
』
を
指
向

し
、
業
界
の
技
術
向
上
・
組
合
経
営
力
強

化
に
役
に
立
つ
方
策
・
事
業
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
行
政
を
は
じ
め
、
関

係
団
体
、
関
係
企
業
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全

国
の
組
合
の
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会 長　米 沢　 寛

特別号
第９８回 通常総会

１９８９年
（平成元）

■㈱全日電工連総合サービス設立
・保険業法、組合法改正に対応し連合会から分離設立

◆創立５０周年記念第２５回電気工事業全国大会
(東京都 ホテルニューオータニ東京 )

◆第２６回電気工事業全国大会（新潟県 朱鷺メッセ）

■政治連盟活動方針の変更と体制整備
・会員を各工組政治連盟とし、活動方針を変更

◆第２７回電気工事業全国大会（北海道 函館市民会館大ホール）

〇米沢   寛  氏

■組合員知見拡充冊子発刊開始
・電気のＥＣＯガイドブックを発刊

◆第２８回電気工事業全国大会（岐阜県 長良川国際会議場）

■全国大会を技能競技と電気工事業大会の２大会とし、隔年開催とした

◆第２９回電気工事業全国大会（徳島県 アスティとくしま）

■災害時全国工組連携協定締結

◆優良事業工組表彰制度スタート（金賞 北海道電気工事業工業組合）

★第２回電気工事技能競技全国大会★第２回電気工事技能競技全国大会（東京 両国国技館）（東京 両国国技館）

・出場選手 一般の部３０名 女性の部５名 高校生の部５名・出場選手 一般の部３０名 女性の部５名 高校生の部５名

■福利厚生３制度大幅リニューアル

１９９１年
（平成３）

１９９３年
（平成５）

１９９６年
（平成８）

１９９９年
（平成１１）

２００６年
（平成１８）

２００８年
（平成２０）

２０１０年
（平成２２）

２０１１年
（平成２３）

２０１２年
（平成２４）

２０１３年
（平成２５）

２０１４年
（平成２６）

２０１５年
（平成２７）

２０１６年
（平成２８）

２０１７年
（平成２９）

２０１８年
（平成３０）

★第３回電気工事技能競技全国大会★第３回電気工事技能競技全国大会（東京 両国国技館）（東京 両国国技館）

・出場選手 一般の部３０名 女性の部５名 高校生の部４名を追加し９名・出場選手 一般の部３０名 女性の部５名 高校生の部４名を追加し９名

★第１回電気工事技能競技全国大会★第１回電気工事技能競技全国大会（東京 両国国技館）（東京 両国国技館）

・出場選手 一般の部３０名・出場選手 一般の部３０名

◆第３１回電気工事業全国大会（山口県 渡辺翁記念館）

◆第３０回電気工事業全国大会（神奈川県 パシフィコ横浜）

◆第３２回電気工事業全国大会（沖縄県 沖縄コンベンションセンター）

◆第 2回優良事業工組表彰（金賞 三重県電気工事業工業組合 青年部会）

◆第３回優良事業工組表彰（金賞 滋賀県電気工事工業組合）

■電気事業法改正案の発送電分離反対決議採択

■次世代電気工事技術者養成研修事業スタート
・非電気系職業、学科からの入職者即戦力研修

■新電気工事二法の経過措置として、最初の第一種電気
　工事士資格講習が実施された

■全日本電気工事業国民年金基金が発足

■自家用電気工作物の保安に関する講習（定期講習）がスタート
■建設業法が改正され、電気工事業が指定建設業種に指定

■全日電工連会館取得。２月１９日（月）より業務開始

■電気事業法の一部改正に伴い、一般用電気工作物の調査業務に係
　わる指定調査機関の要件が緩和。１０月、関東１都７県がスタート

〇徳住 一郎 氏

〇岸田 進喜 氏

■通常総会で、青年部育成の基本となる「後継者育成指針」
　を採択

〇小澤 浩二 氏

■電工組主催「初心者研修スタート」

■全日電工連「近未来ビジョン」「青年部提言書２０１６」の具現化を図る

■女性活躍推進事業スタート

■業界理解促進事業の全国展開

■ＩＮＩＰ資格者の国家検定資格「情報配線技能士２級」への移行措置

2001（平成13）年～ 2006（平成18）年

〇米沢 外秋 氏

時代を飾った平成の会長

1971（昭和46）年～ 2001（平成13）年

2006（平成18）年～ 2007（平成19）年

2007（平成19）年～ 2011（平成23）年

2011（平成23）年～

・第三者損害賠償制度、業務災害補償制度、グループ共済制度

２００８年
（平成２０）

２００９年
（平成２１）

２０１０年
（平成２２）

２０１１年
（平成２３）

２０１２年
（平成２４）

２０１３年
（平成２５）

２０１４年
（平成２６）

２０１５年
（平成２７）

２０１６年
（平成２８）

２０１７年
（平成２９）

２０１８年
（平成３０）

第３３回電気工事業全国大会第３３回電気工事業全国大会
全日電工連全日電工連 創立６０周年記念創立６０周年記念

　　 ▽主催　全日本電気工事業工業組合連合会　▽主管 　北陸電気工事組合連合会

▽企画・運営 　北陸電気工事組合連合会（石川県電工組・富山県電工組・福井県電工組）

　　　　　　　　　　＜サブテーマ＞

『知ろう、語ろう、伝えよう、電気工事の魅力と誇り』

◉大会スケジュール（予定）◉大会スケジュール（予定）
▽10月16日（水）午後　意見交換会　　▽10月16日（水）午後　意見交換会　　　　　・　　　・ホテル日航金沢ホテル日航金沢
▽10月17日（木）午前　組合活性化研修会▽10月17日（木）午前　組合活性化研修会　　・　　・石川県立音楽堂石川県立音楽堂　　 　　 
　　大会当日　　　　大会当日　　午後　60周年記念式典午後　60周年記念式典　　　・　　　・石川県立音楽堂石川県立音楽堂
　　　　　　　　　　　　　　　　夕方　交流会夕方　交流会　　　　　　　・　　　　　　　・ANAクラウンプラザホテル金沢ANAクラウンプラザホテル金沢
ＡＭ～17時目途　受付 ・ 企業展示 ・ 業界ＰＲＡＭ～17時目途　受付 ・ 企業展示 ・ 業界ＰＲ  ・  ・もてなしドーム地下広場もてなしドーム地下広場

２０１９年１０月１７日（木）石川県金沢市で開催２０１９年１０月１７日（木）石川県金沢市で開催

２０１９年
（令和元）

　　　　　　　　　　　≪メインテーマ≫

『輝く明日へ  社会を照らす使命のリレーを、今ここから』

全日電工連 直近の全国大会●　●　●　●　●

●　●　●　●　●

■■

■ ■ ■
ホテル
日航金沢

ＡＮＡクラウン
プラザホテル金沢

アパ
ホテル

兼六園口
　（東口）

金沢港口
　（西口）

ホ
テ
ル
金
沢

金
沢

フ
ォ
ー
ラ
ス

北
鉄
金
沢
駅

金
沢
駅

石
川
県
立

音
楽
堂

（平成 31 年 4 月全国国民年基金へ統合） ■新団体章、新団体旗を制定

■「提案型技術営業」を「スキルアップ研修」とし研修講座開設

平成の主な事業を振り返る

→→→→→→→→→→→→ＨＩＳＴＯＲＹＯＴＴＯＯＯＯＯＯＯＴＴＴＴＴＴＯＯＯＯＯＯＯＯＯＴＴＴＴＴＯＯＯＯＯＯＯＯＯＲＲＲＲＲＲＲＲＯＯＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ ＳＳＳＳＳＳＴＴＴＴＴＴＴＴＴＳＳＳＳＴＴＴＴＴＴＴＴＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ ＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＲＲＲＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ

さ
ら
に
お
客
様
目
線
で　
　
　

　
　
　

進
取
の
業
界
を
目
指
す

６０

◆創立６０周年記念第３３回電気工事業全国大会

◆第４回優良事業工組表彰

■第１回電気工事技能競技全国大会スタート

写真提供：金沢市
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6
月
27
日
に
開
催
さ
れ
る
第
98
回
通
常
総
会
に
向
け
て
全
日
電
工
連
の

米
沢
寛
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
10
月
に
開
催
さ
れ
る
創
立
60

周
年
記
念
第
33
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
、
全
日
電
工
連
の
事
業
や
今
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

歴
史
に
学
び
歴
史
を
創
る
全
国
大
会

米沢会長インタビュー

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
へ

―
―　

今
後
の
事
業
展
開

　

米
沢　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第
３
回

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
は
、
一
般

の
部
、
女
性
の
部
、
高
校
生
の
部
と
も
全

員
の
技
術
レ
ベ
ル
が
相
当
上
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
な
り
練
習
を

積
ま
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
ご
来
賓
を

含
め
た
見
学
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た

だ
け
ま
し
た
の
で
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
大
会
で
は
、
出
場
選
手
の
作
業
服

が
個
性
的
で
、
見
せ
方
も
上
手
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。
若
い
世
代
は
見
た
目
に

も
気
を
使
う
人
が
多
い
の
で
Ｐ
Ｒ
に
も
つ

な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
技
術
レ
ベ

ル
の
水
平
展
開
が
大
き
な
目
的
で
は
あ
り

ま
す
が
、
様
々
な
拡
が
り
を
み
せ
た
こ
の

大
会
で
業
界
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
が
リ
ク
ル
ー
ト
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業
の
教

育
機
関
参
加
者
数
は
２
０
１
４
年
度
か
ら

の
総
計
で
２
万
人
を
超
え
ま
し
た
。現
在
、

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
我
々
の
業
界
に

入
っ
て
き
た
人
た
ち
の
人
数
を
調
査
し
て

い
ま
す
が
、
以
前
と
比
較
す
る
と
電
気
工

事
業
界
は
間
違
い
な
く
就
職
の
対
象
業
種

に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
大
会
で

し
た
。

　

こ
の
大
会
を
上
手
く
活
か
し
た
い
と
考

え
て
、
大
会
の
映
像
を
編
集
い
た
し
ま
し

た
。
高
校
生
に
向
け
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
と
し
て
、
交
流
事
業
な
ど
で

利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
石
川
県
で
は
30
分
に
編
集
し
た
映

像
を
地
元
の
地
上
波
で
放
送
し
ま
す
。
こ

れ
は
全
国
大
会
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
方
へ
電

気
工
事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
い
い
機
会
で
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、全
日
電
工
連
で
は
昨
年
度
か
ら
、

も
っ
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
電
気
工
事
業

界
を
目
指
す
女
性
活
躍
推
進
事
業
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
拡
大

し
、
全
国
各
地
で
女
性
電
気
工
事
従
事
者

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
３
月
に
は
、
知
見
拡
充
冊
子
「
女
性

活
躍
応
援
ブ
ッ
ク
」
も
発
刊
し
た
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
が
働
き
や
す
い
現
場
や
業
界
に
す

る
た
め
に
は
、
働
き
方
改
革
も
そ
う
で
す

が
、
建
設
業
界
全
体
と
し
て
環
境
整
備
に

向
け
た
調
整
や
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、
サ
ブ
コ
ン

と
も
足
並
み
を
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

組
織
強
化
に
取
り
組
む

―
―　

新
年
度
事
業
に
つ
い
て

　

米
沢　

ビ
ジ
ョ
ン
具
現
化
チ
ー
ム
が
主

体
と
な
り
実
施
し
て
い
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
は
、
非
常
に
的
を
得
た
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

違
反
を
洗
い
出
す
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
、
違
反
を
し
な
い
こ
と
が
組
合
員
を
守

る
と
い
う
観
点
で
取
り
組
む
事
業
だ
か
ら

で
す
。

　

会
社
を
経
営
す
る
上
で
必
要
な
法
令
、

経
産
省
、
国
交
省
、
厚
労
省
な
ど
に
関
連

す
る
法
令
の
項
目
、
電
気
工
事
に
関
係
す

る
法
令
な
ど
に
つ
い
て
、
思
い
込
み
や
勘

違
い
を
し
た
ま
ま
業
務
を
行
わ
な
い
よ
う

も
う
一
度
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙

い
で
す
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
万
が
一
に
備
え
た

保
険
で
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
な
法
律
を
遵
守
し
て
い
な
い

と
事
故
が
あ
っ
た
際
に
保
険
が
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
点
は
し
っ
か
り
と
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
は
、
ま
ず
は

全
国
の
６
工
組
で
テ
ス
ト
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
テ
ス
ト
研
修
に
修
正
を
加

え
て
今
年
度
か
ら
全
国
展
開
を
図
り
ま

す
。

　

組
織
と
し
て
は
、
従
来
の
４
常
設
委
員

会
に
加
え
て
、
総
合
政
策
会
議
の
下
に
３

つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
立
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
組
織
の
将
来
を

構
想
す
る
未
来
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
、
組
織
強
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、

全
日
電
工
連
と
各
工
組
の
財
務
体
質
強
化

に
向
け
た
対
策
を
検
討
す
る
財
政
強
化

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

こ
れ
は
総
合
政
策
会
議
の
テ
ー
マ
を
明

確
に
し
て
、
検
討
す
べ
き
課
題
や
事
案
を

所
管
委
員
会
で
審
議
、
検
討
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。
早
急
に
対
策
が
必
要

な
事
案
な
ど
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
１
年
単
位
で
答
申
を
提
出
し
て
も
ら

う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
普
段
、
現
場
で
指
揮
を
執
っ
て
い
る

若
い
経
営
層
に
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
事
業
を
こ
れ
か
ら
展
開
す
る
に

あ
た
り
、
全
日
電
工
連
の
財
政
基
盤
も
そ

う
で
す
が
、
各
工
組
の
財
政
基
盤
を
強
化

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
動
け

る
財
源
が
必
要
な
の
で
、
全
日
電
工
連
と

し
て
は
各
工
組
の
利
益
と
な
る
事
業
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。業

界
の
進
む
べ
き
道
を
示
す

―
―　

60
周
年
記
念
・
全
国
大
会

　

米
沢　

10
月
17
日
、
石
川
県
金
沢
市
で

全
日
電
工
連
創
立
60
周
年
記
念
第
33
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
『
輝
く
明
日
へ　

社

会
を
照
ら
す
使
命
の
リ
レ
ー
を
、
今
こ
こ

か
ら
』、
サ
ブ
テ
ー
マ
は
『
知
ろ
う
、
語

ろ
う
、
伝
え
よ
う
、
電
気
工
事
の
魅
力
と

誇
り
』
と
い
た
し
ま
し
た
。
全
日
電
工
連

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
先
わ
れ

わ
れ
の
進
む
べ
き
道
を
し
っ
か
り
表
現
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
と
と
も

に
未
来
を
語
り
、
広
く
一
般
の
方
々
に
業

界
の
魅
力
を
伝
え
る
60
周
年
に
相
応
し
い

大
会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

大
会
前
日
に
は
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
意

見
交
換
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

一
般
の
方
が
自
由
に
入
れ
る
駅
前
地
下
広

場
で
、
電
気
工
事
業
界
の
紹
介
や
企
業
展

示
を
行
い
ま
す
。
日
常
の
生
活
で
、
あ
ま

り
電
気
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
の
な
い

方
々
に
、
そ
の
場
所
で
電
気
工
事
業
界
に

様
々
な
角
度
か
ら
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。駅
前
地
下
広
場
で
は
、

電
力
会
社
が
作
成
し
た
映
像
、
電
気
工
事

組
合
が
作
成
し
た
映
像
、
先
ほ
ど
申
し
上

げ
た
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
の
映

像
も
放
映
す
る
予
定
で
す
。
大
会
の
映
像

は
競
技
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
々

に
電
気
工
事
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
は
平
日
開
催
な
の
で
、
ど
の
ぐ
ら

い
の
人
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
近
隣
の
学
校
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
も
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
活
躍
に
期
待

―
―　

青
年
部
に
つ
い
て

　

米
沢　

よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
提
言
書
が
い
い
例
で
す

が
、
彼
ら
の
提
言
が
今
の
全
日
電
工
連
に

非
常
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
全
日
電
工
連
の
力
が
上
が
っ
て
い
る

の
は
、
事
務
局
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
青
年
部
の
力
量
が
上
が
る

と
と
も
に
事
務
局
の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
当
に
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

彼
ら
に
は
、
思
っ
た
こ
と
は
何
で
も

言
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
駄
目

な
も
の
は
駄
目
と
言
う
の
で
、
遠
慮
せ
ず

に
注
文
を
し
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ

ん
。
今
の
青
年
部
は
自
社
の
代
表
者
が
多

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
責
任
あ
る

言
葉
で
語
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
が
気

づ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て

い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て
話

を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
の
意
見
交
換
会
も
、
青
年
部
と

年
代
が
近
い
若
い
官
僚
と
業
界
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た

と
聞
い
て
い
る
の
で
非
常
に
有
益
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
青
年
部
で
活
躍
し
た
方
々
が
親

会
と
う
ま
く
つ
な
が
り
は
じ
め
て
い
ま

す
。
現
状
を
一
番
良
く
知
っ
て
い
る
彼
ら

を
全
日
電
工
連
の
理
事
と
し
て
発
言
を
続

け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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6
月
27
日
に
開
催
さ
れ
る
第
98
回
通
常
総
会
に
向
け
て
全
日
電
工
連
の

米
沢
寛
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
10
月
に
開
催
さ
れ
る
創
立
60

周
年
記
念
第
33
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
、
全
日
電
工
連
の
事
業
や
今
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

歴
史
に
学
び
歴
史
を
創
る
全
国
大
会

米沢会長インタビュー

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
へ

―
―　

今
後
の
事
業
展
開

　

米
沢　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第
３
回

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
は
、
一
般

の
部
、
女
性
の
部
、
高
校
生
の
部
と
も
全

員
の
技
術
レ
ベ
ル
が
相
当
上
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
な
り
練
習
を

積
ま
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
ご
来
賓
を

含
め
た
見
学
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た

だ
け
ま
し
た
の
で
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
大
会
で
は
、
出
場
選
手
の
作
業
服

が
個
性
的
で
、
見
せ
方
も
上
手
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。
若
い
世
代
は
見
た
目
に

も
気
を
使
う
人
が
多
い
の
で
Ｐ
Ｒ
に
も
つ

な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
技
術
レ
ベ

ル
の
水
平
展
開
が
大
き
な
目
的
で
は
あ
り

ま
す
が
、
様
々
な
拡
が
り
を
み
せ
た
こ
の

大
会
で
業
界
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
が
リ
ク
ル
ー
ト
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業
の
教

育
機
関
参
加
者
数
は
２
０
１
４
年
度
か
ら

の
総
計
で
２
万
人
を
超
え
ま
し
た
。現
在
、

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
我
々
の
業
界
に

入
っ
て
き
た
人
た
ち
の
人
数
を
調
査
し
て

い
ま
す
が
、
以
前
と
比
較
す
る
と
電
気
工

事
業
界
は
間
違
い
な
く
就
職
の
対
象
業
種

に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
大
会
で

し
た
。

　

こ
の
大
会
を
上
手
く
活
か
し
た
い
と
考

え
て
、
大
会
の
映
像
を
編
集
い
た
し
ま
し

た
。
高
校
生
に
向
け
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
と
し
て
、
交
流
事
業
な
ど
で

利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
石
川
県
で
は
30
分
に
編
集
し
た
映

像
を
地
元
の
地
上
波
で
放
送
し
ま
す
。
こ

れ
は
全
国
大
会
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
方
へ
電

気
工
事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
い
い
機
会
で
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、全
日
電
工
連
で
は
昨
年
度
か
ら
、

も
っ
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
電
気
工
事
業

界
を
目
指
す
女
性
活
躍
推
進
事
業
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
拡
大

し
、
全
国
各
地
で
女
性
電
気
工
事
従
事
者

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
３
月
に
は
、
知
見
拡
充
冊
子
「
女
性

活
躍
応
援
ブ
ッ
ク
」
も
発
刊
し
た
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
が
働
き
や
す
い
現
場
や
業
界
に
す

る
た
め
に
は
、
働
き
方
改
革
も
そ
う
で
す

が
、
建
設
業
界
全
体
と
し
て
環
境
整
備
に

向
け
た
調
整
や
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、
サ
ブ
コ
ン

と
も
足
並
み
を
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

組
織
強
化
に
取
り
組
む

―
―　

新
年
度
事
業
に
つ
い
て

　

米
沢　

ビ
ジ
ョ
ン
具
現
化
チ
ー
ム
が
主

体
と
な
り
実
施
し
て
い
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
は
、
非
常
に
的
を
得
た
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

違
反
を
洗
い
出
す
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
、
違
反
を
し
な
い
こ
と
が
組
合
員
を
守

る
と
い
う
観
点
で
取
り
組
む
事
業
だ
か
ら

で
す
。

　

会
社
を
経
営
す
る
上
で
必
要
な
法
令
、

経
産
省
、
国
交
省
、
厚
労
省
な
ど
に
関
連

す
る
法
令
の
項
目
、
電
気
工
事
に
関
係
す

る
法
令
な
ど
に
つ
い
て
、
思
い
込
み
や
勘

違
い
を
し
た
ま
ま
業
務
を
行
わ
な
い
よ
う

も
う
一
度
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙

い
で
す
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
万
が
一
に
備
え
た

保
険
で
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
な
法
律
を
遵
守
し
て
い
な
い

と
事
故
が
あ
っ
た
際
に
保
険
が
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
点
は
し
っ
か
り
と
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
は
、
ま
ず
は

全
国
の
６
工
組
で
テ
ス
ト
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
テ
ス
ト
研
修
に
修
正
を
加

え
て
今
年
度
か
ら
全
国
展
開
を
図
り
ま

す
。

　

組
織
と
し
て
は
、
従
来
の
４
常
設
委
員

会
に
加
え
て
、
総
合
政
策
会
議
の
下
に
３

つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
立
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
組
織
の
将
来
を

構
想
す
る
未
来
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
、
組
織
強
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、

全
日
電
工
連
と
各
工
組
の
財
務
体
質
強
化

に
向
け
た
対
策
を
検
討
す
る
財
政
強
化

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

こ
れ
は
総
合
政
策
会
議
の
テ
ー
マ
を
明

確
に
し
て
、
検
討
す
べ
き
課
題
や
事
案
を

所
管
委
員
会
で
審
議
、
検
討
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。
早
急
に
対
策
が
必
要

な
事
案
な
ど
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
１
年
単
位
で
答
申
を
提
出
し
て
も
ら

う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
普
段
、
現
場
で
指
揮
を
執
っ
て
い
る

若
い
経
営
層
に
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
事
業
を
こ
れ
か
ら
展
開
す
る
に

あ
た
り
、
全
日
電
工
連
の
財
政
基
盤
も
そ

う
で
す
が
、
各
工
組
の
財
政
基
盤
を
強
化

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
動
け

る
財
源
が
必
要
な
の
で
、
全
日
電
工
連
と

し
て
は
各
工
組
の
利
益
と
な
る
事
業
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。業

界
の
進
む
べ
き
道
を
示
す

―
―　

60
周
年
記
念
・
全
国
大
会

　

米
沢　

10
月
17
日
、
石
川
県
金
沢
市
で

全
日
電
工
連
創
立
60
周
年
記
念
第
33
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
『
輝
く
明
日
へ　

社

会
を
照
ら
す
使
命
の
リ
レ
ー
を
、
今
こ
こ

か
ら
』、
サ
ブ
テ
ー
マ
は
『
知
ろ
う
、
語

ろ
う
、
伝
え
よ
う
、
電
気
工
事
の
魅
力
と

誇
り
』
と
い
た
し
ま
し
た
。
全
日
電
工
連

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
先
わ
れ

わ
れ
の
進
む
べ
き
道
を
し
っ
か
り
表
現
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
と
と
も

に
未
来
を
語
り
、
広
く
一
般
の
方
々
に
業

界
の
魅
力
を
伝
え
る
60
周
年
に
相
応
し
い

大
会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

大
会
前
日
に
は
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
意

見
交
換
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

一
般
の
方
が
自
由
に
入
れ
る
駅
前
地
下
広

場
で
、
電
気
工
事
業
界
の
紹
介
や
企
業
展

示
を
行
い
ま
す
。
日
常
の
生
活
で
、
あ
ま

り
電
気
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
の
な
い

方
々
に
、
そ
の
場
所
で
電
気
工
事
業
界
に

様
々
な
角
度
か
ら
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。駅
前
地
下
広
場
で
は
、

電
力
会
社
が
作
成
し
た
映
像
、
電
気
工
事

組
合
が
作
成
し
た
映
像
、
先
ほ
ど
申
し
上

げ
た
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
の
映

像
も
放
映
す
る
予
定
で
す
。
大
会
の
映
像

は
競
技
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
々

に
電
気
工
事
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
は
平
日
開
催
な
の
で
、
ど
の
ぐ
ら

い
の
人
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
近
隣
の
学
校
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
も
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
活
躍
に
期
待

―
―　

青
年
部
に
つ
い
て
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よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
提
言
書
が
い
い
例
で
す

が
、
彼
ら
の
提
言
が
今
の
全
日
電
工
連
に

非
常
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
全
日
電
工
連
の
力
が
上
が
っ
て
い
る

の
は
、
事
務
局
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
青
年
部
の
力
量
が
上
が
る

と
と
も
に
事
務
局
の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
当
に
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

彼
ら
に
は
、
思
っ
た
こ
と
は
何
で
も

言
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
駄
目

な
も
の
は
駄
目
と
言
う
の
で
、
遠
慮
せ
ず

に
注
文
を
し
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ

ん
。
今
の
青
年
部
は
自
社
の
代
表
者
が
多

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
責
任
あ
る

言
葉
で
語
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
が
気

づ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て

い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て
話

を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
の
意
見
交
換
会
も
、
青
年
部
と

年
代
が
近
い
若
い
官
僚
と
業
界
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た

と
聞
い
て
い
る
の
で
非
常
に
有
益
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
青
年
部
で
活
躍
し
た
方
々
が
親

会
と
う
ま
く
つ
な
が
り
は
じ
め
て
い
ま

す
。
現
状
を
一
番
良
く
知
っ
て
い
る
彼
ら

を
全
日
電
工
連
の
理
事
と
し
て
発
言
を
続

け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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〜
創
立

周
年
を
迎
え
〜

全日電工連第９６回 通常総会
特別号

第
98
回
通
常
総
会
に
あ
た
り
、
関
係

の
皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
格
別
な
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
両
国
国
技
館
に
お

い
て
「
目
指
せ
【
頂
点
】
燃
や
せ
熱
き

魂

競
え
極
限
の
技
」
を
大
会
テ
ー
マ

に
第
3
回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
を
一
般
の
部
30
名
・
女
性
の
部
5
名
、

高
校
生
の
部
9
名
の
選
手
に
参
加
い
た

だ
き
成
功
裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
技
能
競

技
大
会
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
選
手
を

は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
大

会
の
関
心
と
期
待
、
さ
ら
に
は
業
界
全

体
に
対
す
る
理
解
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
と
は
喜
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
を

機
に
技
能
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
電
気

工
事
業
界
の
振
興
・
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

２
・
オ
リ
パ
ラ
効
果
に
よ
る
首
都
圏

　
　

の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ン

　
　

バ
ウ
ン
ド
需
要　

３
・
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
減

　

災
投
資

４
・
地
球
温
暖
化
抑
制
の
た
め
の　

　
　

２
０
３
０
年
を
目
途
と
す
る
照
明

　
　

器
具
の
全
面
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化　

５
・
安
全
安
心
対
策
設
備

等
に
よ
り
、
安
定
し
た
環
境
が
さ
ら
に

続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

折
か
ら
電
気
工
事
業
界
は
政
府
の
ス

マ
ー
ト
社
会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
）

や
デ
ジ
タ
ル
革
新
の
具
現
化
に
よ
り
追

い
風
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

や
社
会
の
常
套
に
な
り
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｉ

で
分
析
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
使
っ
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、
一
般
住
宅
で
も

ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
電
気
の
使
い
方
が

よ
り
求
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

技
術
革
新
・
産
業
構
造
の
変
化
が
急
速

に
進
む
な
か
従
来
の
考
え
で
は
対
応
で

き
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
経
営
形
態
・

営
業
形
態
、
さ
ら
に
は
働
き
方
改
革
に

沿
っ
た
雇
用
環
境
等
を
基
本
的
に
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
営
者
自
ら
が
意
識
改
革
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
自
ら
が
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
重
要
で
あ

り
大
き
な
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
環
境
の
な
か
、
私
た
ち
電

気
工
事
業
の
今
後
の
進
む
べ
き
道
を
考

え
る
と
き
、「
地
域
が
元
気
だ
か
ら
企

業
も
元
気
」
の
考
え
の
も
と
、　

①

業
界
づ
く
り

方
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
石
川
県
金
沢
市
に
お

い
て
「
全
日
電
工
連
創
立
60
周
年
記
念

第
33
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
」
を
10

月
17
日
に
開
催
致
し
ま
す
。
大
会
サ
ブ

テ
ー
マ
「
知
ろ
う
」「
語
ろ
う
」「
伝
え

よ
う
」
の
も
と
、
全
日
電
工
連
60
年
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
将
来
に

向
け
組
合
員
自
ら
が
業
界
を
再
発
見
し

未
来
を
語
り
、
広
く
地
域
の
皆
様
や
若

年
者
に
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
大
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非

大
勢
の
ご
参
加
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま

す
。つ

ぎ
に
近
年
、
我
が
国
経
済
は
平
成

24
年（
２
０
１
２
）12
月
を
起
点
に
緩
や

か
な
回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
が
、
海
外

経
済
の
影
響
に
よ
り
危
う
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
は
ご
高
承
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。
労
働
市
場
は
相
変
わ
ら
ず
人

手
不
足
で
あ
り
、
電
気
工
事
業
界
に
お

い
て
も「
認
知
活
動
」・「
入
職
者
対
策
」・

「
定
着
〜
戦
力
化
対
策
」
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
面
は
、

１
・
政
府
の
成
長
戦
略
で
あ
る
デ
ジ

　
　

タ
ル
社
会
構
築　

②

人
づ
く
り

③

仕
事
づ
く
り

を
念
頭
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
組
合
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

全
日
電
工
連
は
、
役
に
立
つ
連
合
会
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
組
合
員
知
見
拡
充
の
支
援

策
の
一
環
と
し
て
経
営
革
新
・
人
材
確
保

育
成
・
技
術
高
度
化
対
策
の
た
め
に
小
冊

子
を
発
刊
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

組
合
員
へ
の
情
報
提
供
事
業
策
と
し
て

「
各
種
事
業
展
開
事
例
集
」
を
発
刊
、
皆

様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
広

く
ご
活
用
願
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
年
度
の
重
点
事
業
の
一

つ
に
「
電
気
工
事
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
」
の
全
国
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

街
の
電
気
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
よ
り
ク

リ
ー
ン
な
業
界
を
目
指
し
「
全
日
電
工
連

の
組
合
員
企
業
な
ら
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
企
業
で
あ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
よ

り
一
層
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
も
重
点
順
位
を
決
め
一
つ

ひ
と
つ
を
し
っ
か
り
と
実
行
に
移
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
指
す
方
向
は

『
お
客
様
目
線
で

進
取
の
業
界
』
を
指
向

し
、
業
界
の
技
術
向
上
・
組
合
経
営
力
強

化
に
役
に
立
つ
方
策
・
事
業
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
行
政
を
は
じ
め
、
関

係
団
体
、
関
係
企
業
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全

国
の
組
合
の
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会 長　米 沢　 寛

特別号
第９８回 通常総会

１９８９年
（平成元）

■㈱全日電工連総合サービス設立
・保険業法、組合法改正に対応し連合会から分離設立

◆創立５０周年記念第２５回電気工事業全国大会
(東京都 ホテルニューオータニ東京 )

◆第２６回電気工事業全国大会（新潟県 朱鷺メッセ）

■政治連盟活動方針の変更と体制整備
・会員を各工組政治連盟とし、活動方針を変更

◆第２７回電気工事業全国大会（北海道 函館市民会館大ホール）

〇米沢   寛  氏

■組合員知見拡充冊子発刊開始
・電気のＥＣＯガイドブックを発刊

◆第２８回電気工事業全国大会（岐阜県 長良川国際会議場）

■全国大会を技能競技と電気工事業大会の２大会とし、隔年開催とした

◆第２９回電気工事業全国大会（徳島県 アスティとくしま）

■災害時全国工組連携協定締結

◆優良事業工組表彰制度スタート（金賞 北海道電気工事業工業組合）

★第２回電気工事技能競技全国大会★第２回電気工事技能競技全国大会（東京 両国国技館）（東京 両国国技館）

・出場選手 一般の部３０名 女性の部５名 高校生の部５名・出場選手 一般の部３０名 女性の部５名 高校生の部５名

■福利厚生３制度大幅リニューアル

１９９１年
（平成３）

１９９３年
（平成５）

１９９６年
（平成８）

１９９９年
（平成１１）

２００６年
（平成１８）

２００８年
（平成２０）

２０１０年
（平成２２）

２０１１年
（平成２３）

２０１２年
（平成２４）

２０１３年
（平成２５）

２０１４年
（平成２６）

２０１５年
（平成２７）

２０１６年
（平成２８）

２０１７年
（平成２９）

２０１８年
（平成３０）

★第３回電気工事技能競技全国大会★第３回電気工事技能競技全国大会（東京 両国国技館）（東京 両国国技館）

・出場選手 一般の部３０名 女性の部５名 高校生の部４名を追加し９名・出場選手 一般の部３０名 女性の部５名 高校生の部４名を追加し９名

★第１回電気工事技能競技全国大会★第１回電気工事技能競技全国大会（東京 両国国技館）（東京 両国国技館）

・出場選手 一般の部３０名・出場選手 一般の部３０名

◆第３１回電気工事業全国大会（山口県 渡辺翁記念館）

◆第３０回電気工事業全国大会（神奈川県 パシフィコ横浜）

◆第３２回電気工事業全国大会（沖縄県 沖縄コンベンションセンター）

◆第 2回優良事業工組表彰（金賞 三重県電気工事業工業組合 青年部会）

◆第３回優良事業工組表彰（金賞 滋賀県電気工事工業組合）

■電気事業法改正案の発送電分離反対決議採択

■次世代電気工事技術者養成研修事業スタート
・非電気系職業、学科からの入職者即戦力研修

■新電気工事二法の経過措置として、最初の第一種電気
　工事士資格講習が実施された

■全日本電気工事業国民年金基金が発足

■自家用電気工作物の保安に関する講習（定期講習）がスタート
■建設業法が改正され、電気工事業が指定建設業種に指定

■全日電工連会館取得。２月１９日（月）より業務開始

■電気事業法の一部改正に伴い、一般用電気工作物の調査業務に係
　わる指定調査機関の要件が緩和。１０月、関東１都７県がスタート

〇徳住 一郎 氏

〇岸田 進喜 氏

■通常総会で、青年部育成の基本となる「後継者育成指針」
　を採択

〇小澤 浩二 氏

■電工組主催「初心者研修スタート」

■全日電工連「近未来ビジョン」「青年部提言書２０１６」の具現化を図る

■女性活躍推進事業スタート

■業界理解促進事業の全国展開

■ＩＮＩＰ資格者の国家検定資格「情報配線技能士２級」への移行措置

2001（平成13）年～ 2006（平成18）年

〇米沢 外秋 氏

時代を飾った平成の会長

1971（昭和46）年～ 2001（平成13）年

2006（平成18）年～ 2007（平成19）年

2007（平成19）年～ 2011（平成23）年

2011（平成23）年～

・第三者損害賠償制度、業務災害補償制度、グループ共済制度

２００８年
（平成２０）

２００９年
（平成２１）

２０１０年
（平成２２）

２０１１年
（平成２３）

２０１２年
（平成２４）

２０１３年
（平成２５）

２０１４年
（平成２６）

２０１５年
（平成２７）

２０１６年
（平成２８）

２０１７年
（平成２９）

２０１８年
（平成３０）

第３３回電気工事業全国大会第３３回電気工事業全国大会
全日電工連全日電工連 創立６０周年記念創立６０周年記念

　　 ▽主催　全日本電気工事業工業組合連合会　▽主管 　北陸電気工事組合連合会

▽企画・運営 　北陸電気工事組合連合会（石川県電工組・富山県電工組・福井県電工組）

　　　　　　　　　　＜サブテーマ＞

『知ろう、語ろう、伝えよう、電気工事の魅力と誇り』

◉大会スケジュール（予定）◉大会スケジュール（予定）
▽10月16日（水）午後　意見交換会　　▽10月16日（水）午後　意見交換会　　　　　・　　　・ホテル日航金沢ホテル日航金沢
▽10月17日（木）午前　組合活性化研修会▽10月17日（木）午前　組合活性化研修会　　・　　・石川県立音楽堂石川県立音楽堂　　 　　 
　　大会当日　　　　大会当日　　午後　60周年記念式典午後　60周年記念式典　　　・　　　・石川県立音楽堂石川県立音楽堂
　　　　　　　　　　　　　　　　夕方　交流会夕方　交流会　　　　　　　・　　　　　　　・ANAクラウンプラザホテル金沢ANAクラウンプラザホテル金沢
ＡＭ～17時目途　受付 ・ 企業展示 ・ 業界ＰＲＡＭ～17時目途　受付 ・ 企業展示 ・ 業界ＰＲ  ・  ・もてなしドーム地下広場もてなしドーム地下広場

２０１９年１０月１７日（木）石川県金沢市で開催２０１９年１０月１７日（木）石川県金沢市で開催

２０１９年
（令和元）

　　　　　　　　　　　≪メインテーマ≫

『輝く明日へ  社会を照らす使命のリレーを、今ここから』

全日電工連 直近の全国大会●　●　●　●　●

●　●　●　●　●

■■

■ ■ ■
ホテル
日航金沢

ＡＮＡクラウン
プラザホテル金沢

アパ
ホテル

兼六園口
　（東口）

金沢港口
　（西口）

ホ
テ
ル
金
沢

金
沢

フ
ォ
ー
ラ
ス

北
鉄
金
沢
駅

金
沢
駅

石
川
県
立

音
楽
堂

（平成 31 年 4 月全国国民年基金へ統合） ■新団体章、新団体旗を制定

■「提案型技術営業」を「スキルアップ研修」とし研修講座開設

平成の主な事業を振り返る

→→→→→→→→→→→→ＨＩＳＴＯＲＹＯＴＴＯＯＯＯＯＯＯＴＴＴＴＴＴＯＯＯＯＯＯＯＯＯＴＴＴＴＴＯＯＯＯＯＯＯＯＯＲＲＲＲＲＲＲＲＯＯＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ ＳＳＳＳＳＳＴＴＴＴＴＴＴＴＴＳＳＳＳＴＴＴＴＴＴＴＴＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ ＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＲＲＲＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ

さ
ら
に
お
客
様
目
線
で　
　
　

　
　
　

進
取
の
業
界
を
目
指
す

６０

◆創立６０周年記念第３３回電気工事業全国大会

◆第４回優良事業工組表彰

■第１回電気工事技能競技全国大会スタート

写真提供：金沢市


